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人口  29,922人（-45）　男  14,462人（-27）　女  15,460人（-18）　 世帯数  13,081世帯（-14）2023.1.1現在 （　）内は前月比
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人口と世帯

選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業 97年 昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00
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凍結から水道管を守りましょう!
 上下水道課　☎３２‐２１１１

凍結させないために…
 屋外にある蛇口に保温材や電熱線を巻くなど、水道管
を保温しましょう。

 メーターボックス内に布や発泡スチロールを入れて、
メーター器を保温しましょう。

 長期間不在になるときは、水抜き栓を操作して水道管
の中の水を抜きましょう。

 他の対策ができないときは、少量の水を出すことで凍
結防止ができます。（水量に応じて水道料金も増加し
ますので、ご注意ください）

もし凍結してしまったら…
 水道管が凍結・破損したときは、甲州市指定水道工事
業者に修理を依頼してください。（工事業者一覧表は、
甲州市ホームページをご覧ください）

熱湯をかけると、水道管が破損する危険あり！

消防団は、消防・防災のリーダーとして、地域に密着し、
住民の安全と安心を守る重要な役割を担っています。

あなたのチカラが消防団には必要です。
●応募資格	 市内在住または在勤の18歳以

上の方（男女は問いません）
●待　　遇	 年報酬・手当支給、公務災害補

償、退職報償金（勤続５年以上）

 総務課　行政・危機管理担当　☎３２‐５０４１

自分たちの街だから、自分たちの手で守りたい。

甲州市消防団員募集

入団申込みはこちら
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団
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岸
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分
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分
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瀬
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岡
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澄
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菱
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団
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菱
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菱
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賢
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玉
宮
分
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廣
瀬
　
悦
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前
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分
団
長
）

松
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久
忠（
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神
金
分
団
長
）

雨
宮
　
秀
樹（
前
祝
分
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長
）

三
澤
　
利
生（
前
東
雲
分
団
長
）

内
田
　
正
紀（
前
菱
山
分
団
長
）

髙
野
　
哲
也（
前
大
和
分
団
長
）

峡
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民
セ
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ー

所
長
表
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功
労
章

白
川
　
光
正（
神
金
分
団
）

丸
山
　
浩
一（
勝
沼
分
団
）

竹
内
　
武
男（
祝
分
団
）

佐
野
　
弘
樹（
祝
分
団
）

佐
野
　
剛
彦（
東
雲
分
団
）

山
田
　
陽
平（
菱
山
分
団
）

山
本
　
信
夫（
大
和
分
団
）

天
野
　
浩
幸（
大
和
分
団
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鈴
木
　
光
将（
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山
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団
）
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信
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大
和
分
団
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甲
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市
長
表
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功
労
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上
野
　
諒
二（
塩
山
分
団
）

坂
本
　
佳
也（
塩
山
分
団
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荒
井
　
淳
平（
奥
野
田
分
団
）

鈴
木
　
和
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奥
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田
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）
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村
　
恵
輔（
松
里
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龍
司（
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玉
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仁（
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介（
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史（
勝
沼
分
団
）

三
森
　
佑
樹（
勝
沼
分
団
）

内
田
　
真
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菱
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澤
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司（
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治（
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分
団
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）
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﨑
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団
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翔
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祝
分
団
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団
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澤
　
祐
太（
東
雲
分
団
）

古
屋
　
賢
治（
菱
山
分
団
）

三
森
　
昭
栄（
菱
山
分
団
）

松
村
　
龍
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友
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司（
奥
野
田
分
団
）
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松
里
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小
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太
郎（
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里
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団
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団
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団
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勝
沼
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）
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村  

賢
一（
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玉
宮
分
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廣
瀬
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澤
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甲
消
会

甲州市消防団
出初式

　甲州市消防団は1月8日、塩山総合グラウン
ドで出初式を挙行しました。
　日頃から地域の消防・防災活動に貢献してい
る団員の方々に、山梨県消防協会長等から表彰
状などが贈呈されました。受賞された皆さん
は次のとおりです。
（敬称略・順不同）

市消防団役員OBなどで構成する「甲
消会」から、消防団の基本動作に欠か
せない指揮棒と指揮旗をご寄贈いた
だき、今回の出初式で初めて使用しま
した。

指揮棒・指揮旗を寄贈PICKUP

観閲

分列行進 操法披露 団長訓辞

団旗入場

3 広報こうしゅう 2令和 5 年 2 月



中
村

　甲
州
市
の
原
風
景
で
あ
る
果
樹
景
観
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
農
業

人
口
の
確
保
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
甲
州

市
で
は
、
学
校
教
育
の
中
で
農
業
体
験
を
行
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て
お
り
、
子
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も
の
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に
触
れ
る
こ

と
が
農
業
人
口
の
確
保
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。

市
長

　勝
沼
地
域
の
ジ
ベ
処
理
体
験
や
、
松
里

地
域
の
こ
ろ
柿
作
り
体
験
な
ど
を
通
し
て
農
業

の
良
さ
を
伝
え
る
こ
と
で
、
農
業
は
甲
州
市
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
い
う
気
持
ち
が

子
ど
も
た
ち
に
芽
生
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

今
村

　私
は
両
親
が
経
営
す
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
を

手
伝
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
農
地
に
県
外
か
ら

多
く
の
方
が
農
業
体
験
に
来
ま
す
。
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
若

い
方
が
農
業
に
楽
し
み
を
見
出
し
、
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
若
い
就
農
者
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
よ
う
な
受
け
入
れ
体
制
作
り
を
進
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

優

　私
は
15
歳
で
甲
州
市
を
離
れ
、
12
年
ほ
ど

経
っ
て
山
梨
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
が
、
特
産
品

の
ブ
ド
ウ
が
県
外
で
い
か
に
愛
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
甲
州
市
は
都
内

農
業
人
口
増
加
に
向
け
て

司
会

　は
じ
め
に
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
本
市
で
は
、

新
規
就
農
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
全

体
の
農
業
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
目
に
は
、
本
市
の
農
業
が
ど
の
よ
う
に
映
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

か
ら
遠
く
な
い
距
離
で
す
し
、
平
日
は
都
内
で

会
社
員
を
し
な
が
ら
、
休
日
は
甲
州
市
で
農
業

を
し
た
い
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
の
で
、
そ
う

い
っ
た
方
を
受
け
入
れ
る
制
度
が
あ
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

市
長

　確
か
に
、
農
業
を
や
り
た
い
と
い
う
若

者
や
県
外
の
方
が
近
頃
多
く
な
り
ま
し
た
。
農

地
や
農
機
具
に
あ
る
程
度
費
用
も
か
か
り
ま
す

の
で
、
市
と
し
て
も
J
A
や
県
と
連
携
し
な
が

ら
、
し
っ
か
り
と
就
農
で
き
る
体
制
作
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
問
題
・
移
住
・
定
住

司
会

　本
市
で
も
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
一

方
、山
梨
県
は
移
住
・
定
住
先
と
し
て
非
常
に
人

気
が
あ
る
状
況
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

中
村

　今
村
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た

が
、
農
業
体
験
を
き
っ
か
け
に
甲
州
市
に
住
ん

で
み
た
い
と
思
わ
せ
る
取
り
組
み
を
重
視
し
た

ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
農
業
体
験
に
来
た
方
の

宿
泊
費
を
補
助
し
た
り
、
宿
泊
施
設
を
用
意
し

た
り
す
れ
ば
、
興
味
を
持
つ
方
も
増
え
る
と
思

い
ま
す
。

市
長

　例
え
ば
、
農
業
研
修
付
き
お
試
し
移
住

の
よ
う
な
も
の
が
で
き
る
か
、
こ
れ
か
ら
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
村

　空
き
家
と
な
っ
て
い
る
古
民
家
を
活
用

し
、
甲
州
市
で
の
暮
ら
し
を
体
験
し
た
い
方
が

気
軽
に
宿
泊
で
き
る
制
度
が
あ
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。
空
き
家
問
題
も
解
消
し
ま
す
し
、
移

住
者
も
増
え
る
の
で
、
街
に
新
し
い
風
が
吹
く

気
が
し
ま
す
。

座談会
市長と語る甲州市の現在と未来

　基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
農
業
を

源
と
す
る
観
光
産
業
、
市
の
根
幹
を

な
す
人
口
の
問
題
な
ど
、
市
内
外
で

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
と
鈴

木
市
長
が
、
本
市
の
将
来
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

俳優（元宝塚歌劇団月組）
優　ひかるさん

甲州市戦略会議会長　
中村　猛志さん

甲州市観光協会会長　
今村　英香さん

甲州市長
鈴木　幹夫

本市を代表する果樹景観の一つである大藤地域の桃畑 勝沼地域で行われている中学生のジベ処理実習

5 4令和 5 年 2 月広 報 こうしゅう



市
長

　移
住
に
つ
い
て
、
住
ま
い
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。
空
き
家
バ
ン

ク
や
お
試
し
住
宅
を
活
用
し
、
移
住
希
望
者
に

気
軽
に
来
て
も
ら
う
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

優

　大
人
に
な
っ
て
山
梨
に
帰
っ
て
き
て
、
故

郷
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
も
可
能
と
な
り
、
山
梨
に
帰
っ

て
き
た
方
も
多
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
が
故

郷
の
良
さ
を
再
認
識
す
れ
ば
、
甲
州
市
も
ど
ん

ど
ん
盛
り
上
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

市
長

　一
度
故
郷
を
離
れ
た
人
の
方
が
、
故
郷

の
良
さ
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
故
郷
の
良
さ

を
再
認
識
し
て
、
U
タ
ー
ン
に
つ
な
が
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

ぶ
ど
う
の
丘
を
拠
点
に 

市
の
魅
力
を
発
信

司
会

　次
の
テ
ー
マ
は
観
光
で
す
。

本
市
は
多
く
の
観
光
資
源
を
有
し
て
い
ま
す

が
、
近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
観
光
客
数
が

減
少
し
て
い
る
状
況
で
す
。
本
市
の
観
光
に
つ

い
て
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
村

　ぶ
ど
う
の
丘
を
甲
州
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
し
て
再
構
築
し
、
全
国
に
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
し
か
買

え
な
い
ワ
イ
ン
、
世
界
一
の
ワ
イ
ン
と
い
っ
た

ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
観
光
の
目
玉

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
認
定
を
得

た
世
界
農
業
遺
産
と
リ
ン
ク
で
き
る
よ
う
な
商

品
を
作
る
こ
と
も
、
甲
州
市
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

先
輩
方
と
舞
台
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
ま
れ
育
っ
た
甲
州
市
で
、
こ
れ
ま
で
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
甲
州
市
の
良
さ
や
雰
囲

気
を
感
じ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
公
演
す
る
こ
と

が
私
の
一
つ
の
夢
で
し
た
の
で
、
そ
れ
が
一
つ

叶
い
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
S
N
S
な
ど
を
通
じ
な
が
ら
、
甲
州
市
が
盛

り
上
が
る
よ
う
な
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

市
長

　市
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
や
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ

る
児
童
生
徒
へ
の
１
人
１
台
端
末
の
設
置
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
、
観
光

業
と
商
工
業
の
継
続
的
な
発
展
と
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
的
に
、
観

光
商
工
振
興
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ

の
３
月
に
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
塩
山
地

域
で
こ
う
し
ゅ
う
桜
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
地
域
を
活
性
化
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
は
、
今
後
の

施
策
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
市
職
員
一
同
、
市
民
の
皆
様
と
協
働
し
な
が

ら
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
、
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
長

　魅
力
発
信
に
う
っ
て
つ
け
の
方
と

し
て
、
昨
年
、
小
林
幸
子
さ
ん
に
観
光
大
使

に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
彼
女
の

Y
o
u
T
u
b
e
等
を
通
し
て
、
甲
州
市
の
魅

力
を
全
国
そ
し
て
世
界
に
発
信
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
村

　都
内
か
ら
の
観
光
客
は
、
ワ
イ
ナ
リ
ー

巡
り
に
は
興
味
が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
他

の
魅
力
に
気
づ
い
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ッ
ト
パ
ス
マ
ッ
プ
の
設
置
を
充
実
さ
せ
る
な

ど
、
甲
州
市
の
新
た
な
魅
力
に
気
づ
い
て
も
ら

う
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

ぶ
ど
う
の
丘
に
つ
い
て
も
、
甲
州
市
の
ワ
イ
ン

を
ほ
と
ん
ど
飲
み
比
べ
で
き
ま
す
し
、
温
泉
も

食
事
も
楽
し
め
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
面
を

も
っ
と
宣
伝
し
た
ら
さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

市
長

　中
村
さ
ん
の
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ぶ
ど
う
の
丘
を
甲
州
市
周
遊
の
中
心
地
と
し

て
、
魅
力
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

優

　観
光
施
設
の
閉
店
時
間
が
早
い
の
で
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ま
で
に
も
う
少
し
楽
し
め
る
場

所
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。
夜
に
も
楽
し
め
る
催
し
な
ど
が
あ
れ

ば
、
も
っ
と
甲
州
市
の
観
光
が
盛
り
上
が
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
を
迎
え
て

司
会

　最
後
に
、
皆
さ
ん
の
新
年
の
抱
負
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

中
村

　私
の
会
社
で
は
害
虫
防
除
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
F
A
O（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）が
提

唱
す
る
世
界
的
な
基
準
※I
P
M
を
実
践
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
向
け
て

社
員
も
資
格
を
取
得
し
た
り
、
地
域
社
会
の
た

め
に
何
か
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
村

　鈴
木
市
長
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た

が
、
観
光
大
使
に
就
任
し
て
く
だ
さ
っ
た
小
林

幸
子
さ
ん
が
、
甲
州
市
の
畑
で
ブ
ド
ウ
栽
培
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
そ
の
様
子
が
彼
女
の

Y
o
u
T
u
b
e
で
配
信
さ
れ
ま
す
の
で
、
甲

州
市
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
発
信
さ
れ
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
農
業
遺
産
に
も
認

定
さ
れ
た
、
甲
州
市
の
ブ
ド
ウ
棚
の
景
観
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
魅
力
的
な
農
業
づ
く

り
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

優

　昨
年
11
月
に
ぶ
ど
う
の
丘
で
、
元
宝
塚
の 昨年11月、市観光大使に就任した小林幸子さん

観光産業の中心となっている勝沼ぶどうの丘

玉宮地域から富士山を望む

終始和やかな雰囲気での座談会となった

※IPM…Integrated Pest Managementの略。有害な病害虫、雑草を全ての技術を総合的に組み合わせて防除すること

〈場所〉塩山ふれあいの森総合公園
※詳細は決定次第お知らせします

こうしゅう桜フェスタ
3月25日（土）開催
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確
定
申
告
は
お
早
め
に

申告相談（受付）日程
　次の日程で令和5年度　市・県民税の申告および令和4年分所得税の確定申
告相談を行います。（市・県民税の申告のみの方は、9ページ下段の「所得税の
発生しない方」の日程もご参照ください）

〈 受付時間 〉 午後の部／午後1時30分～午後4時

月 日 曜日 対象地区・対象者 会場

2

17 金 天目・田野・水野田

大和公民館1階
※大和会場は午後の部の

みの受付となります。

20 月 丸林・日影
21 火 鶴瀬・古部・共和
22 水 宮本
24 金 大和全地区

大和会場

〈 受付時間 〉 午前の部／午前9時～11時30分
 午後の部／午後1時～4時（土曜日は午後3時まで）

塩山会場

月 日 曜日 対象地区・対象者 会場

2

16 木 中萩原第1、2、3

甲州市役所
1階市民ギャラリー

17 金 上下粟生野
18 土 市内全地区（午後3時まで）
20 月 熊野
21 火 花園、西広門田、北牛奥
22 水 玉宮地区
24 金 小屋敷
27 月 三日市場上、藤木
28 火 三日市場下、下柚木

3

1 水 上井尻
2 木 上下小田原、上切上下、下切、裂石
3 金 赤尾
4 土 市内全地区（午後3時まで）
6 月 上塩後、下東
7 火 上西、上塩後団地
8 水 千野下、下萩原
9 木 下於曽西・東、北平団地

10 金 下西、下中、町屋
13 月 上東、千野上
14 火 下塩後、中央
15 水 市内全地区（午前9時～11時30分まで）

本年度から落合会
場での申告相談は
行いません。

3月15日は午前の
部のみの受付とな
ります。

※例年、市役所の申告会場は大変混雑します。収入・必要経費の明細および医療費の明細
書等は、あらかじめ計算し、整理してからご来場ください。

※個人番号（マイナンバー）を記載した申告書等の税務関係書類を提出する際は、申告する
方の個人番号確認書類および本人確認書類の提示が必要です（例 ①マイナンバーカー
ド　②通知カード等の番号確認書類と運転免許証等の本人確認書類）。なお市役所で所
得税の確定申告書を提出する場合にも、個人番号確認書類および本人確認書類の提示が
必要です。

※本年度から税務署の意向により会場入口の提出用ボックスが廃止となりました。ご自
身で所得税の確定申告をされる方は、直接山梨税務署へご提出いただくか甲府合同庁舎
東京国税局業務センター甲府分室（〒４００-８５４１甲府市丸の内１丁目１番１８号）
まで郵送してください。

　所得税の発生しない方については、下記日程で市・県民税の申告を受け付け
ます。
　確定申告期間（2月16日～）は大変混み合いますので、この期間に申告をお
願いします。

〈 受付時間 〉 午前の部／午前9時～11時30分　午後の部／午後1時～4時

所得税の発生しない方

月 日 曜日 塩山会場 勝沼会場 大和会場 対象地区

2

1 水

市役所1階
市民ギャラリー

市内全地区

2 木
3 金
6 月
7 火
8 水
9 木 勝沼

防災センター
2階

10 金 大和公民館
1階13 月

〈 受付時間 〉 午前の部／午前9時～11時30分　 午後の部／午後1時～4時

勝沼会場

月 日 曜日 午前の部：対象地区 午後の部：対象地区 会場

2

16 木 菱山5・6区 菱山9・10区

勝沼防災センター
2階

17 金 菱山2区 菱山1・7区
20 月 菱山8区 菱山3・4区
21 火 祝6区 祝10区
22 水 祝7区 祝3区
24 金 祝4区 祝9区
27 月 祝1区 祝8区
28 火 祝2区 祝5区

3

1 水 勝沼6区 勝沼13区
2 木 勝沼3区 勝沼1・9区
3 金 勝沼5区 勝沼7区
6 月 勝沼8･10区 勝沼2・4区
7 火 勝沼11・14区 勝沼12区
8 水 東雲1区 東雲6・12区
9 木 東雲11区 東雲14区

10 金 東雲10区 東雲5・7区
13 月 東雲3・13区 東雲8・9区
14 火 東雲15区 東雲2・4区
15 水 市内全地区（午前9時～11時30分まで）

3月15日は午前の
部のみの受付とな
ります。

●申告会場へお越しの際は、新型コロナウイルス感染症対策のため、必ずマス
クの着用をお願いします。

●入場の際に検温を実施します。37.5度以上の発熱が認められる場合は、入
場をお断りしますので、体調が優れない場合は、来場をお控えください。

新型コロナウイルス感染症対策のお願い

 

税
務
課
　
市
民
税
担
当
　
☎
32-

２
１
１
１（
内
線
１
４
１
１
・
１
４
１
２
・
１
４
１
３
）
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申 告 書 作 成 会 場 の 開 設 に つ い て
〈 期　　間 〉 2月16日（木）～3月15日（水） ※土・日・祝日を除く。

〈 会　　場 〉 夢わーく山梨　3階　大集会室（山梨市上神内川1348）
〈 時　　間 〉 受付／午前8時30分～午後4時　　相談／午前9時～午後5時
○確定申告書作成会場では、混雑回避のために「入場時間を区切った入場整理券」を配付します。
○入場整理券の配付状況に応じて、受付を早く締め切る場合があります。
○入場整理券は、当日、会場で配付するほか、LINEによる事前発行で入手することが可能です。ぜひ、

LINEによる事前発行をご利用ください。
○3月中は、入場整理券の入手が困難となることが予想されますので、2月中の来場をお勧めします。
○申告書等の提出のみの場合は、税務署に直接お持ちいただくか、東京国税局業務センター甲府分室へ

郵送してください。　〈郵送先〉 〒400‐8541　甲府市丸の内1‐1‐18甲府合同庁舎
○税務署から「確定申告書用紙」または「確定申告のお知らせ（はがきまたは封

書）」が届いた方は必ずご持参ください。
○確定申告関係の用紙は「国税庁ホームページ」からダウンロードできます。税

務署および市役所の用紙の数に限りがありますので、ぜひご利用ください。
○ふるさと納税ワンストップ特例を申請された方が、確定申告書を提出した場合は、ワンストップ特例

の適用が無くなります。そのため、確定申告書を提出する場合は、ワンストップ特例を申請した寄附
金も申告する必要がありますのでご注意ください。確定申告をする場合は、全ての寄附金の申告が必
要です。

〈 来場者へのお願い 〉
○相談の従事者は、日ごろから手洗い・うがいの徹底や体調がすぐれない場合には相談に従事しないと

いった対応をしているほか、相談の際はマスクやフェイスシールドを着用し、会場をこまめに換気す
るなどの対策を徹底しています。

○できる限り少人数でご来場ください。
○マスクを着用の上、会場入口等でアルコール消毒液による手指の消毒にご協力ください。
○入場の際に検温を実施しており、37.5度以上の発熱が認められる場合は、入場をお断りさせていただ

きます。なお、発熱等の症状のある方や体調のすぐれない方は、無理をせずに来場を控えていただく
ようお願いします。

消 費 税 イ ン ボ イ ス 制 度 に つ い て
○令和5年10月1日からインボイスを交付するためには、原則として、令和5年3月31日までに登録申請

手続きを行う必要があります。
○登録申請手続は、e‐Taxをご利用ください。
○スマートフォンからでもe‐Taxで申請できます（ご利用には事前にマイナンバーカードの取得が必

要です）。

山梨税務署からのお知らせ

納 付 期 限 と 納 付 方 法 に つ い て
〈 納付期限 〉　所得税／3月15日（水）　消費税／3月31日（金）
○申告書の提出後に税務署から納付書の送付や納税通知等のお知らせはありませんのでご注意くださ

い。
〈 振替納税について 〉
　金融機関や窓口に出向かなくても納付手続きができる「振替納税」が便利です。ぜひご利用ください。
なお、新たに振替納税をお申し込みの場合は「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を納付期限ま
でに提出してください。
○振替納付日　所得税／4月24日（月）　消費税／4月27日（木）

〈 スマホアプリ納付について 〉
　令和4年12月1日から国税のスマホアプリ納付が利用可能になりました。

　お口は「健康の入り口、魂の出口」という言葉をご存じですか。息を吸ったり吐いたり

する呼吸器と食べ物を消化する入り口、玄関なのです。この玄関が細菌で汚れていたら、

その後に続く咽頭とか、食道、肺も影響を受けてしまいますよね。口は「生きる」ための

器官であるだけでなく、人として食事を味わったり、会話を楽しんだりなどの幸せを作

り出す器官です。いままで、このコラムを通して、歯や口の健康が全身の健康に大きく

関わっていることが分かったと思います。皆さんが歯や口の健康に関心を持ち、それを

保っていくことは、いつまでも楽しく生きて行くことに繋がっているのです。

　山梨は健康日本一の県と言われています。寿命には亡くなる「平均寿命」と健康でい

られる「健康寿命」があって、10年くらいの差があるのです。この差を縮めるために口の

健康を保つことが大切です。そのために、乳児期から後期高齢期になるまでのライフス

テージでの切れ目のない口腔管理（口腔健康管理）が必要です。市ではライフステージ

に沿って乳幼児健診、学校健診、成人の歯周病健診、そして高齢者の後期高齢者口腔健診

と切れ目のない健診を提供しています。これらの健診を活用し、さらに「かかりつけ歯

科医」を持ち、3カ月～半年に一回お口の健康を診てもらってください。地域みんなで健

康を保ち「最期まで食べられる甲州」を目指しませんか。

いま必要なのはライフステージに合わせた口腔管理です

甲
州
市
歯
科
医
師
会
コ
ラ
ム

 健康増進課　健康企画・地域医療担当　☎３２‐５０１４

三塚歯科医院　三塚憲二
11

 山梨税務署　☎２２‐１４１１（代表）※自動音声に従って用件の番号を選択してください。

詳しくはこちら

詳しくはこちら

オンラインで事前発行
LINEアプリで国税庁の公式LINEアカウントを友
だち追加してください。

友だち追加は
こちらから！
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 環境課　ごみ減量・リサイクル推進担当　☎３３‐４４０４

「ゼロカーボンシティ甲州」を目指して
ZERO CARBON CITY KOSHU

「ゼロカーボンシティ甲州」を目指して
ZERO CARBON CITY KOSHU

今月のはてな？
どうして小型家電リサイクル法ができたの？

小型家電に使われている貴重な金属などを再利用するためです。

• 使用済み小型家電等に利用されている金属その他有用なものを廃棄物として処理されている状況があるこ
とから、使用済み小型家電の再資源化を促進するための措置をすることにより、廃棄物の適正な処理および
資源の有効な利用の確保を図り、環境負荷の少ない循環型社会の形成に寄与することを目的として作られ
ました。

どうして無許可の回収業者を利用してはいけないの？

法律を守った適正な処理方法が確認できないからです。

• 無許可業者によって回収された廃家電が、不法投棄や不適正処理された事例が報告されています。不適正
な処理をすることで環境へ悪影響を及ぼす恐れがあります。利用しないようにお願いします。
• ご家庭からの廃棄物を回収するには、市町村の「一般廃棄物処理業」の許可や委託が必要です。

どうして家電4品目とは別の処理方法なの？

別の法律によりリサイクルが義務付けられているからです。

• エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機の家電4品目といわれる家電は、家電リサイクル法（特定
家庭用機器再商品化法）と呼ばれる法律により、リサイクルが義務付けられています。
• 小型家電および家電4品目ともに製品内にある有用な金属などの部品を再資源化しますが、家電4品目はリサ

イクル券の購入・貼り付けをし、指定引取場所に持ち込む必要があります。

リサイクルどうして？シリーズ
小 型 家 電 特 集

ごみ分別アプリについて
甲州市ではごみの出し方や分別の仕方を市民の皆さまにわかりやすくご案内する
ため、スマートフォンでご利用いただけるごみ分別アプリをリリースしました。
ごみ分別アプリを活用いただき、ごみの分別、リサイクルのご協力をお願いします。
AndroidとiPhoneそれぞれのストアからダウンロードができます。
それぞれのQRコードを読み込み、ダウンロードをお願いします。

Androidの方

iPhoneの方

ジット（株）が、各家庭で不要となった小型家電等を有価物として買い取る回収事業を実施します。
ご家庭で不要となった小型家電等がありましたら、ぜひお持ち込みください。

日 時  2月12日（日） 午前10時～午後3時
場所  甲州市役所　東側駐車場

 環境課　ごみ減量・リサイクル推進担当　☎３３‐４４０４

小型家電等回収のお知らせ
甲州市とジット株式会社とのリユース活動の促進に向けた連携と協力に関する協定事業

以下の回収品目一覧によりジット（株）が買い取りを行います。
※予約不要

回収について

品　目 単価（税込）/点 品　目 単価（税込）/点 品　目 単価（税込）/点
アンプ ¥50 ゲーム機 ¥100 プリンター ¥50 
スピーカー ¥50 ゲーム機備品 ¥10 自転車 ¥50 
コンポ ¥100 ミシン ¥200 マウンテンバイク ¥100 
ラジカセ ¥30 編み機 ¥80 釣り具 ¥10 
DVDプレーヤー/レコーダー ¥10 石油ストーブ ¥50 パソコン ¥100 
ブルーレイプレーヤー/レコーダー ¥50 ガスストーブ ¥50 ノートパソコン ¥50 
CDプレーヤー ¥30 ガスコンロ ¥30 アウトドア用品 ¥10 
デジタルカメラ/ビデオ ¥10 タブレット端末 ¥50 通信機器（ルーター） ¥10 
キーボード ¥100 空気清浄機/除湿器 ¥10 リチウムイオンバッテリー ¥10 
エレキギター ¥100 湯沸し器 ¥10 ニッケルバッテリー ¥10 
フォークギター ¥100 草刈り機 ¥100 車用バッテリー ¥10 
管楽器 ¥100 チェーンソー ¥100 バイク用バッテリー ¥10 
その他楽器 ¥50 電動工具 ¥10 腕時計（大人用のみ） ¥10 

携帯電話 ¥50 （その他有価物）炊飯器、電子レンジ、扇風機、アイロン、
掃除機、ドライヤー、電気カミソリ、ホットプレート ¥1

※一覧に掲載されていない小型家電であっても回収する場合がありますので、現地にてご相談ください。
〈 注意事項 〉
1.家電リサイクル法の対象4品目（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）は、回収しません。
2.未成年者による持ち込みはご遠慮させていただきます。
3.品目へのお問い合わせは、ジット株式会社（☎０５５‐２８０‐８１０５）へお電話ください。
4.当日は身分証明書（免許証やマイナンバーカード等）をご提示いただきますので、ご持参ください。
※新型コロナウイルス感染症対策のため、小型家電等を持ち込む際にはマスク着用等の対策を行った上で会場にお越しください。

回収品目一覧

昨年12月22日に、ジット（株）と「リユース活動の促進に向けた連
携と協力に関する協定」を締結しました。協定は、リユース活動を
促進し、循環型社会の形成に寄与することを目的としています。

ジットと協定締結
〜循環型社会の構築を〜
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「ゼロカーボンシティ甲州」を目指して
ZERO CARBON CITY KOSHU

マイナンバーカードに関するお知らせ
The Social Security and Tax Number System

 市民課　住民記録戸籍担当　☎３２‐５０６１

休日にマイナンバーカード関係の手続きができます

●日　　時	 2月12日（日）・25日（土）午後1時〜5時
●場　　所	 市役所本庁舎	1階	市民課
●内　　容	 マイナンバーカードの申請、受け取り、更新、暗証番号変更・初期化、マイナポイント予約・申し込み
●予約方法	 希望日の前開庁日までに電話でご予約ください。

甲州市のカード交付率は、54.8%です。（1/1現在）

1

証明写真の無料撮影と、ノベルティもプレゼント

スマホがなくても体験できるよ♪

マイナンバーカード&マイナポイント出張申請サポート窓口を開設します!! ※予約不要

マイナポイントを受け取るために必要なマイナンバーカードの申請期限は、
2月末までとなります！
マイナンバーカードの申請受付とマイナポイントの申込みサポート窓口を
次の日程で開設しますので、ぜひご利用ください。

2月の開設日程等
日 会場（時間）

1日（水） 大和公民館（午前10時～午後4時30分）
10日（金） 大和公民館（午前8時30分～午後4時）
2日（木）、3日（金） 勝沼図書館（午前10時～午後4時30分）
6日（月） 菱山営農センター（午前10時～午後4時30分）
7日（火） 山区自治公民館（午前10時～午後4時30分）
9日（木）、13日（月）、16日（木）、17日（金）、
20日（月）、21日（火）、22（水）、24日（金）、
27日（月）、28日（火）

勝沼防災センター 1階ロビー
（午前8時30分～午後4時）

18日（土） 市役所 1階 市民課前ロビー（午前9時～午後3時）
5日（日）、11日（土・祝）、12日（日） ケーヨーD2（午前9時30分～午後4時30分）
19日（日）、23日（木・祝）、26日（日） おかじま甲州店（午前9時30分～午後4時30分）

2

●講 師	 総務省デジタル活用支援推進支援員
●日時・場所	 2月15日（水）午後1時30分〜3時　勝沼防災センター
●募集人員	 10人	※定員に達し次第締め切ります。
●申込方法	 希望日の前開庁日までに電話でご予約ください。
●持 ち 物	 ◯ご自身のマイナンバーカードを持参してください。
	 ◯マイナポイントの申込み・健康保険証の利用申込み・公金受取口座の登録手続きには、
	 　 • マイナンバーカード+カードに設定したパスワード
	 　 • キャッシュレス決済の決済サービスID、セキュリティコード
	 　 • 本人名義の口座情報がわかるもの（必要な方のみ）
	 ◯スマートフォン	※お持ちでない方には貸し出しがあります。

これは使える！スマホで「マイナポータル体験教室」 ※無料

「マイナポータル」とは、自分の医療費やお薬・検診情報などを確認したり、さまざまな行政手続きを行ったりできる
便利なアプリです。この体験教室は、スマートフォンとマイナンバーカードを使いながら、「マイナポータル」の安全
な機能や使い方、マイナポイントの申し込み方法などについて学ぶことができる講座です。

3

　普段何気なく使っている水道水を作り出すためには、たくさんの電気が使われており、その電気を作るため、
発電方法によっては二酸化炭素が排出されています。節水することで電気を節電し、二酸化炭素排出の削減に
つながります。節水はご家庭で今すぐに始めることができますので、日々の生活を見直し、こまめに水を止め
たり、使い方を工夫し、無駄な水を少しでも減らしましょう。
※20%の節水をすると一人あたり約8.4kg／年の二酸化炭素排出を防げます。

 環境課　環境対策担当　☎３３‐４４０４ 参照：環境省「 COOL CHOICE」

ゼロカーボンシティへ向けた取り組み 7
節 水 編

節水の取組

 野菜や食器はため洗いをする
• 野菜や食器を洗うときはため洗いを心がけましょう。蛇口から水を出しなが
ら洗うと、必要以上に水を使ってしまいます。ため洗いをして、無駄な水を流
さないようにしましょう。

 湯船のお湯を使う
• バスタブに貯めてあるお湯を利用して体や頭を流すと、水の使用量を抑えることができます。また、時間
がたってから入ろうとすると追い炊きが必要になり、水だけでなく電気などのエネルギーも消費するこ
とになります。

 節水機能付きシャワーヘッドを使う
• まずは、頭や体を洗っているときはこまめに止める習慣をつけましょう。さらに、
節水機能付きのシャワーヘッドを使えば、水の使用量を減らすことができます。
シャワーヘッド以外にも節水アイテムはたくさんありますので、チェックしてみて
ください。　※シャワーの使用を1分短くすることで約12ℓの節水ができます。

 お風呂の残り湯を洗濯や掃除に使う
• お風呂の残り湯をそのまま流してしまうのはもったいないので、洗濯や掃除、
花壇の水やりに活用しましょう。

　※残り湯を使うことで約90ℓの節水ができます。

 洗濯の回数を減らす
• 洗濯物はまとめ洗いをするほうが、水を節水できます。洗濯機が一度に洗濯できる量には限りがある
ため、容量以上の洗濯物を詰め込むのは避けるべきですが、できる限りまとめ洗いするように心がけま
しょう。

 トイレの大小レバーを使い分ける
• 大と小で使用する水の量には、約1ℓの差があります。毎回「大」ばかり使用している
と、水の無駄遣いになります。「大」と「小」を使い分けて節水しましょう。また、節水型
トイレに買い替えることでも節水ができます。
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第三者行為でケガや
病気をしたときは届け出を！

第三者行為でケガや
病気をしたときは届け出を！

「徘徊SOSネットワーク」
～認知症になっても安心・安全に外出できる地域づくりを目指して～

　認知症は、加齢に伴って誰もがなる可能性のある身近な病気です。高齢化に伴いその割合は
年々増えています。認知症の代表的な症状として物忘れがありますが、外出した用事や行き先を
忘れてしまうことや、見当識障害といって自分のいる場所がわからなくなり自宅に戻れなくなる
こともあります。そのような時、地域の方が認知症を理解し、やさしく声をかけたり温かく見守
ることが認知症の方が安心して住み慣れた地域で生活し続けることにつながります。
　もし徘徊している可能性のある方を見かけた際は、無理に止めることはせずに、正面やそっと
視野に入るなどして「どちらへ行く予定ですか」などと優しく声をかけていただき、身に着けてい
る物等で本人の自宅が分かるようでしたら自宅に誘導をしてください。徘徊の可能性が高い状
況であれば、周囲の方にも協力を依頼し、警察へ連絡をしてください。

　甲州市では「甲州市徘徊SOSネットワーク」事業を行っています。この事業は、認知症などの理
由で徘徊のおそれがある高齢者の情報を事前に市へ登録し、万が一行方不明になった時に、警察
だけでなく市内の協力機関（JRの駅や郵便局、タクシー会社、介護保険事業所など現在25カ所）が
捜索に協力して、速やかに行方不明者を発見するための仕組みです。
　徘徊SOSネットワーク事業では、毎年1回模擬訓練を実施しています。模擬訓練では、「行方不
明（徘徊）者」に扮した者が市内を徒歩移動し、警察署から市を介して行方不明者に関する情報提
供を受けた協力機関の方々が、行方不明者を探して警
察署に通報するまでの流れを実際に行うことで、ネッ
トワーク機能の再確認をしています。また、ケアマネ
ジャーが、本人の居場所をいち早く特定できるGPS
機能を用いた捜索機器を使用して行方不明者を捜索
する訓練もしています。GPSを使用することで行方
不明者の居場所がいち早く特定され、早期に発見でき
ます。民間でGPS機能を用いたさまざまな見守りの
サービスが商品化されており、高齢者のご家族の生活
スタイルに合わせた見守り機能の利用が可能です。
　認知症について心配なことがある際には、地域包括
支援センターまでお気軽にご相談ください。認知症
になっても安心して暮らし続けられるようさまざま
な対応策を実施し支援しています。 令和4年12月SOSネットワーク模擬訓練の様子

認知症等による徘徊の予防策
①着衣などに名前や住所を記載しておく
②出掛けようとした際には、「（ご家族が）一緒に行くよ」などと声をかけて一緒に出掛ける
③介護保険などの支援を利用する
④本人の居場所がわかる通信機器（GPSなど）を活用する
⑤近所やご本人が行きそうな場所など地域の方に事前に相談し見守りの依頼をする

 電話連絡･届出提出先
市民課　国保･年金担当（本庁舎1階1番窓口）　☎３２‐２１１１（内１０２２、１０２３）

令和4年11月の医療費
国保連診療報酬請求額基準

	2億8,599万円（前年同月比	△1,409万円）
	 3万4,791円（前年同月比	+56円）

医療費全体
1人当たり医療費

　国民健康保険に加入している人が、交通事故など第三者の行為によってケガなどをした場合も、保険
証を使ってお医者さんにかかることができます。
　ただし、その際は国保の窓口への「第三者行為による傷病届」の提出が義務付けられています。
　ケガなどを治療するためにかかった医療費は、第三者（加害者）が本来負担するべきもので、一旦国保
が立て替えますが、あとで国保から第三者側（加害者や保険会社）に請求するからです。

第三者の行為によるケガ・病気とは？
交通事故にあった 他人の飼い犬に噛まれた

暴力行為を受けた
飲食店での食中毒にあった
スキー場での接触事故 など

こんなときは国保が使えません
・仕事中や通勤中の事故（労災保険の対象となります）
・飲酒運転や無免許運転などの不法行為（国保の給付が制限されます）

注意

　交通事故でケガをした場合、被害者に過失のない限りはその治療費は加害者が全額負担することが原則です。
従って保険証を使って治療を受けたときは、国保が、本来加害者が負担すべき医療費を一時立て替えて支払い、
あとから被害者に代わって加害者に請求することになります。

●警察や救急に連絡  事故後の手続きのためにも、小さな事故でも必ず警察に連絡しましょう。
 もちろん負傷者の救護を最優先し、必要に応じて救急車を呼びましょう。

●相手を確かめる 相手の連絡先や運転免許証、自賠責保険・任意保険などを確認しましょう。
 安易にお金を受け取ったり、示談に応じたりするのはやめましょう。

●国保の窓口へ連絡 まずは市役所の国保の窓口に、事故で受傷したことを電話連絡しましょう。
 できるだけ早く必要書類を提出しましょう。

交通事故にあったとき

届け出に必要なもの（交通事故の場合）

・第三者行為による被害届
・事故発生状況報告書
・交通事故証明書
・同意書　　・誓約書
・マイナンバーと本人確認書類
・保険証　　・印鑑

提出いただいた書類を基に、市
（国保連合会）が第三者側（加害
者や損害保険会社）と連絡を取
り、医療費の請求などの交渉を
行っていきます。
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甲州市の「ホット」なできごとを紹介します！

　1月8日、甲州市民文化会館で、学年年齢20歳の方を対象に「令和5年甲州市20歳(はたち)の
出発(たびだち)」が開催され、本年度20歳を迎える皆さんが、艶やかな振袖や真新しいスーツに
身を包み、感謝と希望を胸に新たな門出となる式典に集いました。
　式典は「20歳（はたち）の出発（たびだち）実行委員会」により進められ、祝辞では鈴木市長が
「未来に向かって力強いエネルギーで社会を牽引していってください」とエールを送りました。
　式典終了後には、級友や恩師らと記念写真に収まり、近況を報告しあうなど久しぶりの再会
を喜び合いました。
　この日、大人の責任と自覚を新たにした371名の皆さんは、希望あふれる未来に向かって輝
かしい一歩を踏み出しました。

感謝と希望を胸に飛躍を誓う
甲州市2

はたち

0歳の出
たびだち

発

①市民の歌の静聴　②③④⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮友人らと記念撮影　⑤受付　⑥中学校区ごと着席　⑦「20歳の出発」実行委員の皆さん

①

②③④

⑤

⑥

⑧

⑩

⑬⑭⑮

⑪

⑫

⑨

⑦
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　12月24日、甲州市観光商工振興協議会は勝沼ぶどうの丘でクリス
マスコンサートを行いました。
　第1部はファミリークラシックコンサート。本市出身の廣瀬美鈴
さんのピアノを中心に、パーカッション、バイオリンとともにトルコ
行進曲やクリスマスソングメドレーなどが演奏されました。第2部

のジャズナイトでは、クリスマスディナーを味わいながらジャズバ
ンドの生演奏を楽しみました。また、クリスマスイブのこの日、市内
3カ所でコロナ禍終息と観光商工活気づけの願いを込めた花火の打
ち上げを実施。合計900発の大輪が聖夜の空を彩りました。

聖夜に奏でる美光の祭典
ぶどうの丘でクリスマスコンサート

　12月24日、甲州市民文化会館で劇団四季ファミリーミュージカル
「人間になりたがった猫」の公演が行われました。
　例年開催され、大好評の劇団四季ファミリーミュージカル。今回
も会場は満員御礼となりました。物語が進むにつれ、出演者の表現
豊かな演技と迫力ある歌声に引き込まれていきます。最高潮の盛り
上がりの中フィナーレを迎えると、満員の来場者はスタンディング
オベーションで讃えました。

劇団四季が公演
ファミリーミュージカル

　12月24日、甲州市塩山テニス場改修落成記念式典を行いました。
　テニス場は昭和48年の運用開始以来約50年が経過し、老朽化が進
んだため昨年8月に全面を張り替える改修工事を開始。環境に配慮
した美しい人工芝のコートとして生まれ変わりました。式典終了後
には塩山中テニス部やテニス愛好家の皆さんが試し打ちを行い、新
コートの感触を確かめていました。

塩山テニス場をリニューアル
改修落成記念式典

　本日は私たちのために、このような盛大な式典を開催していただき、
誠にありがとうございました。
　私たち371名は本日、こうして「20歳(はたち)の出発(たびだち)」の
日を迎えることができました。鈴木幹夫甲州市長をはじめ多くの来賓
の皆さまよりお祝いの言葉や貴重なお話を頂戴し、一同心より感謝申し
上げます。
　私たちがこの日を迎えることができたのは、これまで温かく見守り励
ましてくださった地域の方々や、時に厳しくそして優しく寄り添い親身
になって指導してくださった先生方、夢や希望を語り合い切磋琢磨して
きた仲間たち。そして毎日、温かく愛情を持って支えてくれた家族のお
かげです。私たちはさまざまな人に支えていただきながら成長し、今日
という日を迎えることができたことを改めて実感しています。
　私たちは新型コロナウイルスの影響で休校があり、総体や受験などが
一番揺らいだ学年です。また成人年齢が18歳に引き下げられる年に成
人になるという、今までにない経験をたくさんしてきた学年だと思いま
す。私たち自身、そんな出来事にやるせない気持ちを持ち、その思いを
どこにぶつければ良いのかと思い悩むこともありました。そんな時も
周囲の皆さまの温かい思いやりの中で高校総体の代替大会や「20歳(は
たち)の出発(たびだち)」を開催していただき、思い出に残る体験をさせ
ていただきました。新型コロナウイルスによる制限の中でもいろいろ
な経験ができたことには感謝しかありません。これからは、より大人と
しての自覚を持ち、周りの人々への感謝の気持ちを忘れず社会に貢献で
きる人を目指して日々精進していきます。
　結びになりますが、ここにお越しの皆さまのご健康とご多幸をお祈り
しましてお礼の言葉とさせていただきます。

お礼の言葉

2
はたち

0歳の出
たびだち

発実行委員長　小林 稜 さん

　1月8日の「20歳(はたち)の出発(たびだち)」に合わせ、式典会場の
甲州市民文化会館に山梨県知事選挙の移動投票所を設置しました。
　市選挙管理委員会が若者の投票率向上につなげるため、初めて20

歳の祝賀式典会場に投票所を開設。式典を終えた皆さんが晴れ着姿
で投票所を訪れ、未来に向けて1票を投じました。

晴れ着姿で投票
会場に移動期日前投票所を設置
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　12月14日、祝小学校で「ヴァンフォーレ夢のチカラ」と題した特別
授業が行われました。ゲストティーチャーはGKの河田晃兵選手。
パス交換などを行い児童と交流しました。
　４年生を対象に行った食に関する授業では、試合前に必ず食べる
ものや食べ合わせの重要さをレクチャー。「どうしたら夢に近づける
か常に考えることで夢に近づける」と話す河田選手を、児童たちは真
剣な表情で見つめていました。

ヴァンフォーレ夢のチカラ
VF甲府河田晃兵選手が特別授業

　甲州弁で民話を語り継ぐ「山梨むかしがたりの会」代表の藤巻愛子
さん（写真左から2人目）が、青少年文化の向上と普及に貢献した団
体・個人に贈られる久留島武彦文化賞の個人賞を、県内出身者として
初めて受賞しました。
　同会は平成13年に発足し、甲州弁の民話の復活と継承を目指し公
演を行うなど、精力的に活動しています。12月21日には藤巻さんと
会のメンバーが市役所を訪れ、鈴木市長に受賞を報告しました。

山梨むかしがたりの会
藤巻愛子さんが久留島武彦文化賞を受賞

　1月7日「一之瀬高橋の春駒保存会」が甘草屋敷で春駒を披露しま
した。
　春駒は県の無形民俗文化財に指定されている、一ノ瀬高橋地区で
450年以上前から伝わる民俗芸能。鮮やかな衣装を着た馬役の「駒」
と馬を導く「露払い」が笛や太鼓に合わせて舞い、無病息災や家内安
全を祈願します。当日は市内外から多くの人が集まり、伝統の舞い
を見守りました。

家内安全・無病息災を願う
３年ぶりに「春駒」を披露

　12月5日、甲州市社会教育委員の会は、塩山高校商業科３年生15名
と「魅力的なまちづくり」をテーマに、ワークショップを開催しまし
た。
　今年は「ＳＤＧｓを考えたまちづくり～高校生から高齢者までが
協力してできること」を題材に、委員と生徒が意見を出し合いまし
た。甲州市を魅力的なまちにするために、一人ひとりができること
について考える機会となりました。

高校生の目を通して地域を考えよう
高校生と大人の本音の語らい場

　12月14日、地域おこし協力隊の委嘱式を行い、鈴木市長から新た
に隊員となった粂田和之さん（写真右から2人目）に委嘱状が手渡さ
れました。
　市では農業に特化した活動を行う「アグリトレーニー」制度を開始し
たところ、多くの応募がありこの度の委嘱となりました。すでに農業
研修を開始している粂田隊員。「研修先で受ける指導内容を吸収して、
３年後には新規就農を果たしたい」と意気込みを話してくれました。

地域おこし協力隊員を委嘱

　1月12日、山梨県庁で新嘗祭（にいなめさい）精米献穀の報告式が
行われ、鈴木市長と吉田幸治さん・治子さん夫妻（平沢・写真中央）が
副知事に報告を行いました。
　新嘗祭は毎年11月23日に行われる、天皇が神々に新米を供え自ら
も食す宮中行事で、本年度は本市が米を献穀することとなりました。
吉田さん夫妻に田植えから精米・袋詰め作業までを行っていただき、
昨年10月に宮内庁へ献穀しました。

新嘗祭用の米を献上
吉田さん夫妻が副知事に報告

　12月17日・27日の両日、塩山体育館で市内小学生を対象にハンド
ボールクリニックを開催しました。
　菊池啓太氏（アランマーレ富山GKコーチ）を招き17日に行った
ゴールキーパークリニックでは、真剣な表情で本場ヨーロッパ仕込
みの指導を受け、技術を高めました。

　27日に開催した2022ハンドボールクリニックでは、日本ハンド
ボールリーグ所属選手らが指導を行いました。交流戦では小学生と
選手らが対戦。一流の技術を肌で感じ、目を輝かせながらプレーし
ていました。

ハンドボールのまち甲州
現役選手・コーチらが小学生に技術指導

菊池啓太氏の熱のこもった指導
水野裕矢氏、佐藤草太選手、古屋悠生選手、依田純真選手、荻原良太元選手が参加した
2022ハンドボールクリニック
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新型コロナウイルス感染症拡大状況により、イベントや相談会等が中止・延期となる場合があります。
なお、参加にあたっては、事前検温やマスク着用等、感染症対策へのご協力をお願いします。

お
知
ら
せ

高
額
医
療・高
額
介
護
合
算
療
養
費

申
請
勧
奨
通
知
に
つ
い
て

● 

高
額
医
療・高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

と
は

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
で
す
。
１
年
間
の
医
療
と
介
護
の

自
己
負
担
額
を
世
帯
で
合
計
し
、定
め
ら

れ
た
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、そ
の
超
え

た
金
額
を
支
給
し
ま
す（
高
額
療
養
費
、

高
額
介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て

支
給
さ
れ
た
金
額
は
、自
己
負
担
額
か
ら

差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
）。

● 

支
給
対
象

令
和
３
年
８
月
１
日
～
令
和
４
年
７
月

31
日
の
１
年
間
に
、医
療
と
介
護
の
両
方

に
自
己
負
担
額
が
あ
り
、そ
の
世
帯
で
の

合
計
額
が
所
得
区
分
ご
と
に
定
め
ら
れ

た
限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
世
帯
に
は
令

和
５
年
３
月
上
旬
に
支
給
申
請
書
な
ど

を
郵
送
し
ま
す
。

● 

申
請
方
法

支
給
申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
、支
給

申
請
書
、振
込
先
の
口
座
が
確
認
で
き
る

も
の
、
身
分
証
明
書
な
ど
を
持
参
の
う

え
、
市
民
課
国
保・
年
金
担
当
で
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

支
給
決
定
ま
で

医
療
分
は
、申
請
か
ら
約
３
カ
月
後
に
医

療
保
険
者
が
決
定・支
給
し
ま
す
。
介
護

分
は
、医
療
分
決
定
後
に
、各
市
町
村
の

介
護
保
険
担
当
課
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

● 

申
請
の
時
効

勧
奨
通
知
が
お
手
元
に
届
い
て
か
ら
２

年
間
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
早
め

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

市
民
課
　
国
保・年
金
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
１
０
２
１
～
１
０
２
３
）

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の
お
願
い

◎ 

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

令
和
４
年
１
月
２
日
か
ら
令
和
５
年
１

月
１
日
ま
で
に
家
屋
を
新
築（
増
築
）さ

れ
た
方
に
は
、評
価
額
算
出
の
た
め
順
次

家
屋
調
査
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

調
査
日
は
事
前
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、令
和
５
年
１
月
２
日
以
降
に
家
屋

を
新
築（
増
築
）さ
れ
た
方
は
、
翌
年
度

（
４
月
以
降
）に
家
屋
調
査
の
依
頼
を
し

て
い
ま
す
。
入
居
前
に
調
査
し
て
ほ
し

い
な
ど
早
め
の
調
査
を
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す（
調
査
は
お
お
む
ね
１
時
間
程
度
か

か
り
ま
す
）。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

税
務
課
　
資
産
税
担
当

☎
32
‐
５
０
６
５

事
業
所
の
納
税
は

便
利
な
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
た

地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
で

 

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）を
利
用

し
た
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
と
は
、

納
税
者
が
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
地
方
税
の

納
税
手
続
き
を
電
子
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
で
す
。

● 

対
象
税
目

 

法
人
市
民
税

 

市
県
民
税（
特
別
徴
収
分
、退
職
所
得
分
）

※ 

市
指
定
の
金
融
機
関
以
外
か
ら
で
も
納

付
で
き
ま
す
。

※ 

詳
細
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

 

税
務
課
　
収
納
担
当

☎
32
‐
５
０
７
４

 

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
0
5
7
0
‐
0
8
1
4
5
9

看
板
広
告
募
集

塩
山
駅
自
由
通
路
内
広
告
板

 

市
で
は
、Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
自
由
通
路
内
に
広

告
板
を
設
置
し
、塩
山
駅
を
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ま
に
向
け
て
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
広
告
板
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、

甲
州
市
広
告
板
使
用
条
例
に
基
づ
き
許

可
を
行
っ
て
い
ま
す
。
使
用
を
ご
希
望

の
方
は
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

● 

許
可
条
件

　 

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

 

公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
を
乱
す

お
そ
れ
の
あ
る
も
の

 

美
観
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

 

そ
の
他
市
長
が
不
適
当
と
認
め
る
も
の

● 

使
用
料
　
月
額
５
，０
９
０
円

※ 

看
板
の
準
備
お
よ
び
設
置
は
使
用
者
が

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

使
用
状
況
に
よ
っ
て
は
お
申
し
込
み
い

た
だ
い
て
も
許
可
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

 

建
設
課
　
道
路・河
川
管
理
担
当

☎
32
‐
５
０
７
１

2月28日（火）が納期限です。
お忘れにならないようご注意ください。

●口座振替の方は、2月28日（火）に振り替えますので、前
日までに残高をご確認ください。

●納税相談を税務課収納担当窓口にて
　随時行っています。

 税務課　収納担当　☎32-5074（内1362）

固定資産税第４期・国民健康保険税第８期の
納期限について

第
21
回
甲
州
市
え
ん
ざ
ん
桃
源
郷
ひ
な
飾
り
と

桃
の
花
ま
つ
り
開
催
！

甘草屋敷特産品販売所　☎３３‐５９１７
枯露柿の柚子巻きや甘酒、市の特産品を販売しています。ひな飾りをご覧になっ
た後は、ぜひお立ち寄りください。

Information

甘草屋敷おもてなし演奏会

●開催日時
2月11日（土・祝）【おまつり開幕式】
午前の部：午前10時～／午後の部：午後2時～（2回公演）
2月12日（日）	 午前の部：午前10時～／午後の部：午後2時～（2回公演）
3月4日（土）	 午前の部：午前10時～／午後の部：午後2時～（2回公演）
●会　　場	 旧高野家住宅「甘草屋敷」（甲州市塩山上於曽1651）
●定　　員	 各部20名（先着順）
●申込方法	 電話で氏名、住所、電話番号をご連絡ください。
	 ※定員に達し次第、締め切りとなります。

●拝 観 料	 〈個人〉大人310円／子供200円　〈団体〉大人200円／子供100円
●演 奏 者	 窪田　礼子（箏）、正宗　さやか（箏）

宮光園Springコンサート（第17回）

●開催日時	 2月25日（土）　午前の部：午前11時～／午後の部：午後2時～（2回公演）
●会　　場	 宮光園
●入 場 料	 無　料	※宮光園主屋を見学する場合は観覧料がかかります。
●定　　員	 各部30名（先着順）
●申込方法	 電話で氏名、住所、電話番号をご連絡ください。※定員に達し次第締め切り。
●駐 車 場	 宮光園北側駐車場またはシャトー・メルシャン協定駐車場をご利用ください。
●出演・演奏者	 川口　聖加（ソプラノ歌手）、常磐　琴音（筝）

催し物
まつりの期間中、来場者された方へのおもてなしとして、お箏と歌のコンサートを開催しま
す。ひな飾りを見ながら、特別なひとときをお楽しみください！

ひな飾り展示会場
市内9カ所でひな飾り展示が行われています。それぞれの会場で絢爛と輝く「お雛様」「つるし
飾り」をご覧ください♪

甲州市の春を告げるイベント「甲州市えんざん桃源郷ひな飾りと桃の花まつり」を2月
11日（土・祝）から4月18日（火）にかけて開催します！
※新型コロナウイルスの感染リスクを十分に配慮し、感染防止対策を講じたうえで開催します。なお、今後の
感染拡大状況により、イベント内容が変更または中止になる場合があります。

 観光商工課　企画・交流担当　☎３２‐１０００

旧高野家住宅「甘草屋敷」／宮光園／信玄公宝物館／ドライブイン「信玄館」／
ハーブ庭園旅日記／道の駅「甲斐大和」／JR「塩山駅」／JR「勝沼ぶどう郷駅」／
甲州市役所市民ロビー　※各施設の開館状況をご確認のうえ、ご来場をお願いします。

相

　談

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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新型コロナウイルス感染症拡大状況により、イベントや相談会等が中止・延期となる場合があります。
なお、参加にあたっては、事前検温やマスク着用等、感染症対策へのご協力をお願いします。

新型コロナウイルス感染症拡大状況により、イベントや相談会等が中止・延期となる場合があります。
なお、参加にあたっては、事前検温やマスク着用等、感染症対策へのご協力をお願いします。

「
健
幸
ポ
イ
ン
ト
こ
う
し
ゅ
う
」

参
加
者
の
皆
さ
ま
へ

ポ
イ
ン
ト
獲
得
期
間
は

２
月
末
ま
で
で
す

 

昨
年
６
月
か
ら
実
施
し
て
い
る「
健
幸
ポ

イ
ン
ト
こ
う
し
ゅ
う
」の
ポ
イ
ン
ト
対
象

事
業
は
２
月
末
ま
で
の
実
施
と
な
り
ま

す
。
ま
だ
50
ポ
イ
ン
ト
獲
得
に
満
た
な

い
方
は
、各
コ
ー
ス
に
参
加
し
、ポ
イ
ン

ト
を
貯
め
て
お
得
な
特
典
を
ゲ
ッ
ト
し

ま
し
ょ
う
！

● 

運
動
コ
ー
ス

 

あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る（
20
ポ
イ
ン
ト
）

 

い
き
い
き
健
幸
教
室
に
参
加
す
る（
10
ポ

イ
ン
ト
）

 

地
域
の
運
動
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る（
10

ポ
イ
ン
ト
）　

● 

毎
日
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

 

自
分
で
健
康
づ
く
り
の
目
標
を
決
め
て

４
週
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る（
１
回
に
つ
き

最
大
30
ポ
イ
ン
ト
）

● 

食
コ
ー
ス

 

メ
ニ
ュ
ー
提
供
店
で
、野
菜
た
っ
ぷ
り
メ

ニ
ュ
ー・バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
る

（
各
10
ポ
イ
ン
ト
）

● 

健
診
コ
ー
ス

 

健
康
診
断
を
受
け
る（
20
ポ
イ
ン
ト
）

※ 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、参
加
申
込
時
の

冊
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

健
康
増
進
課

　 

健
康
企
画・地
域
医
療
担
当
　

☎
32
‐
５
０
１
４

令
和
５
年
度

交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
を

開
始
し
ま
す

 

加
入
者
が
交
通
災
害
に
あ
っ
た
場
合
に
、

被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
見
舞
金
が
支
給

さ
れ
る
相
互
共
済
制
度
で
す
。

掛
金
は
一
人
に
つ
き
年
間
５
０
０
円
で
、

共
済
期
間
は
４
月
１
日（
中
途
加
入
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）か
ら
令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

甲
州
市
に
住
所
を
有
し
、住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、ど
な
た
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ご
加
入
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

 

市
民
課
　
市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

 

勝
沼
支
所
　
☎
44
‐
１
１
１
１

 

大
和
支
所
　
☎
48
‐
２
１
１
１

庭
の
緑
化
　
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

 

樹
木
医
が
自
宅
敷
地
内
の
緑
化
に
つ
い

て
無
料
で
お
答
え
し
ま
す
。

病
害
虫（
松
く
い
虫・
ア
ブ
ラ
虫
な
ど
）、

剪
定
、緑
化
、施
肥
、移
植
、芝
生
、挿
し

木
、接
ぎ
木
な
ど
、困
り
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

緑
の
相
談
所

（
山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合
）

☎
０
５
５
‐
２
７
６
‐
２
０
２
０

m
idori@

y-zouen.jp

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は

３
月
31
日
で
す

 

期
限
を
過
ぎ
る
と
、第
11
回
特
別
弔
慰
金

を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
。
請

求
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、お
早

め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

 

令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、次
の
順
番
で
先
順
位
の

ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

① 

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
弔
慰
金
の
受
給
権
者

② 
戦
没
者
等
の
子

③ 
戦
没
者
等
の
父
母
、孫
、祖
父
母
、

　 

兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
生
計
関
係
等

に
よ
り
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④ 

①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
３
親
等
内

の
親
族（
甥
、姪
な
ど
）

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方

に
限
り
ま
す
。

● 

支
給
内
容
　
額
面
25
万
円
、５
年
償
還
の

記
名
国
債

● 

請
求
期
間

　 

令
和
５
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

※ 

国
債
の
お
渡
し
は
、請
求
後
１
年
ほ
ど
お

時
間
を
い
た
だ
き
ま
す
。

● 

請
求
窓
口
　
子
育
て・福
祉
推
進
課
／

　 

勝
沼
支
所
／
大
和
支
所

 

子
育
て・福
祉
推
進
課
　
福
祉
推
進
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１（
内
１
５
２
２
）

 

山
梨
県
　
国
保
援
護
課
　

援
護
恩
給
担
当

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
５
４

要
申
込

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
　
会
員
募
集

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
き
ま
せ

ん
か
。
塩
山
事
務
所
で
は
会
員
募
集
に

併
せ
て
入
会
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

随
時（
土・日・祝
日
を
除
く
）

 

申
込
時
に
調
整（
午
後
１
時
～
５
時
）

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
塩
山
事
務
所

（
塩
山
上
於
曽
１
８
３
３
番
地

　 

鶴
田
ビ
ル
１
階
）

 

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
方

● 

説
明
会
の
内
容

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
概
要

 

就
業
関
係
、入
会
手
続
き
等
に
つ
い
て

 

筆
記
用
具

● 

主
な
仕
事
の
内
容

　
除
草
、剪
定
、清
掃
等
の
軽
作
業
、農
作
業

の
手
伝
い
、家
事
手
伝
い
な
ど

 

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、氏
名
、住
所
、年

齢
、電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
に
日
程
を
調
整
し
ま
す
。

※ 

随
時
受
け
付
け
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 （
公
社
）東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー

　 

人
材
セ
ン
タ
ー
　
塩
山
事
務
所

☎
32
‐
４
１
１
０
　

℻
32
‐
４
１
０
９

令
和
５
年
度
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

● 

勤
務
内
容

受
付
等
の
事
務
と
展
示
等
の
学
芸
員
業

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
募
集
！

 

市
で
は
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
」委
員
を
募
集
し
ま
す
。
学

識
経
験
者
や
各
種
団
体
の
代
表
者
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
で
、市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

● 

募
集
人
数
　
５
人
以
内

● 

任
期
　
２
年（
委
嘱
の
日
か
ら
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
）

 

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、市
役
所
の
担
当
窓
口
ま
で
、郵
送
ま

た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は

提
出
先
の
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

● 

応
募
先

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
番
地
１

甲
州
市
役
所
　
市
民
課

● 

募
集
期
限
　
２
月
28
日（
火
）ま
で

● 

選
考
　
書
類
審
査
を
行
い
、結
果
を
本
人

あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

 

市
民
課
　
市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

令
和
５・６
年
度

甲
州
市
消
費
生
活
協
力
員
募
集

 

市
で
は
、消
費
者
の
苦
情
相
談
お
よ
び
意

見
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
、

こ
れ
を
消
費
者
行
政
に
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
関
係
行
政
機
関
と
連
絡
し
て
、

よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
に
消
費

務
の
補
助
、敷
地
お
よ
び
館
内
の
維
持
管

理
業
務
の
補
助

● 

募
集
人
数
　
若
干
名

● 

勤
務
条
件

 

勤
務
日
週
３
日
以
内

　 （
土・日・祝
祭
日
の
勤
務
あ
り
）

 

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分（
休
憩
時
間
60
分
あ
り
）

 

給
与

日
給
７
，１
４
７
円
～
８
，８
１
９
円
、

 

諸
手
当

通
勤
手
当
、時
間
外
勤
務
手
当
、

期
末
手
当（
支
給
条
件
あ
り
）

● 

採
用
予
定
期
間

令
和
５
年
４
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月

31
日

● 

応
募
手
続

 

提
出
書
類
　
履
歴
書

 

募
集
期
間

　 

２
月
２
日（
木
）～
２
月
８
日（
水
）

※ 

必
着（
火
曜
休
館
）

● 

応
募
先

〒
４
０
５
‐
０
０
５
４
　

笛
吹
市
一
宮
町
千
米
寺
７
６
４

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
宛

● 

選
考
方
法
　
書
類
選
考・面
接

　 （
該
当
者
に
面
接
日
を
連
絡
し
ま
す
）

 

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

☎
47
‐
３
３
３
３

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

令
和
５
年
度
　
学
生
募
集

 

新
た
な
生
き
が
い
と
仲
間
づ
く
り
で
、健

康
で
活
力
に
満
ち
た
、地
域
に
貢
献
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
シ
ニ

ア
の
生
涯
学
習
の
場「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧

生
活
協
力
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

● 

活
動
内
容

 

地
域
に
お
け
る
消
費
者
の
相
談・苦
情
等

を
市
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

市
が
実
践
す
る
研
修
会（
年
３
回
）や
啓

発
活
動（
年
３
～
４
回
）に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

● 

募
集
人
数
　
若
干
名

● 

応
募
資
格

 

市
内
在
住
の
20
歳
以
上（
令
和
５
年
４
月

１
日
現
在
）の
方
で
、消
費
生
活
問
題
に

積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
方（
経

験
不
問
）。

 

市
が
実
施
す
る
研
修
会
、啓
発
活
動
に
参

加
で
き
る
方
。

● 

任
期
　
２
年
間（
令
和
５
年
４
月
１
日
～

令
和
７
年
３
月
31
日
）

● 

謝
礼
　
年
額
４
，５
０
０
円（
研
修
会
の

参
加
に
要
す
る
経
費
等
を
含
む
）

 

３
月
１
日（
水
）ま
で
に
市
民
課
市
民
協

働
推
進
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

市
民
課
　
市
民
協
働
推
進
担
当
　

☎
32
‐
５
０
６
８

学
院
」で
学
び
ま
せ
ん
か
。

● 

入
学
案
内・募
集
要
項
配
付

甲
州
市
中
央
公
民
館
、勝
沼
公
民
館
、

勝
沼
支
所
、大
和
支
所
、

県
教
育
事
務
所
等
で
配
布

● 

出
願
受
付
期
間

２
月
１
日（
水
）～
３
月
15
日（
水
）

● 

修
業
年
限

２
年（
１
年
間
で
25
講
座
実
施
）

● 

講
座
日

原
則
火
曜
日（
月
平
均
２
回
）

 

入
学
後
に
基
本
学
習
費
と
し
て
１
６
，

０
０
０
円
を
納
入

※
詳
細
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
山
梨
こ
と
ぶ

き
勧
学
院
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
６
９
４
７

24時間以内に放送された
防災行政無線の内容を
確認できます。

いまの放送聞き逃した！
そんなときは…
☎0553-33-9900へ!
通話料がかかります

HPはこちらから

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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新型コロナウイルス感染症拡大状況により、イベントや相談会等が中止・延期となる場合があります。
なお、参加にあたっては、事前検温やマスク着用等、感染症対策へのご協力をお願いします。

新型コロナウイルス感染症拡大状況により、イベントや相談会等が中止・延期となる場合があります。
なお、参加にあたっては、事前検温やマスク着用等、感染症対策へのご協力をお願いします。

相

　談

予
約
不
要
・
無 

料

特
設
人
権
相
談
所
開
設

 

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
、児
童
虐
待
、ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
人
権
に
関
わ
る
相
談
等

 

２
月
３
日（
金
）

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎
　
２
階
　
第
１
会
議
室

● 

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

※ 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

※ 

指
定
の
日
時
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合

は
市
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
相
談
日
程
を
個
別
に
調
整
し
ま
す
。

 

市
民
課
　
市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

予
約
不
要
・
無 

料

勝
沼・大
和
地
域
行
政
相
談

 

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

２
月
17
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

大
和
ふ
る
さ
と
会
館
　
２
階
　

会
議
室
３

 

甲
州
市
民

 

市
民
課
　
市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

予
約
不
要

行
政
書
士
記
念
日
　
無
料
相
談
会

 

２
月
22
日
の
行
政
書
士
記
念
日
に
ち
な

み
、無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
暮
ら

し
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
困
り
ご
と
は

行
政
書
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

２
月
23
日（
木・祝
）

 

午
前
10
時
～
正
午
／
午
後
１
時
～
４
時

 

山
梨
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
　
本
館
　

第
３
会
議
室

 

山
梨
県
行
政
書
士
会

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
２
６
０
１

無 

料

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

 

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障
害

者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
べ

き
か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

福
祉
総
合
支
援
課
　
相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５ 

℻
20
‐
６
１
６
７

要
予
約
・
無 

料

あ
ん
し
ん
相
談

 

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、家

族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
な
ど
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
中
心
と
し

た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

随
時

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

要
予
約

無
料
法
律
相
談

 

２
月
15
日（
水
）

 

午
後
１
時
30
分
～
５
時

 

市
役
所
本
庁
舎
　
２
階
　
第
１
会
議
室

 

甲
州
市
民

● 

定
員
　
７
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※ 

２
月
６
日（
月
）午
前
８
時
30
分
～
14
日

（
火
）ま
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※ 

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

市
民
課
　
市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

要
予
約

休
日
無
料
法
律
相
談

 

平
日
は
忙
し
く
て
相
談
に
行
け
な
い
と

い
う
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

２
月
25
日（
土
）

 

午
前
９
時
～
午
後
０
時
20
分

 

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

第
１
会
議
室

 

市
内
在
住
者

● 

定
員
　
５
名（
１
名
に
つ
き
40
分
以
内
）

 

２
月
６
日（
月
）午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　 

無
料
法
律
相
談
事
務
局

☎
34
‐
８
１
９
５

 

来
所
を
基
本
と
し
ま
す
が
、ご
事
情
に
よ

り
訪
問
等
の
対
応
も
行
い
ま
す
。
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

そ
の
他

保
健
師
、社
会
福
祉
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、必
要
と

判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
精
神
科
医
師
の

対
応
も
可
能
で
す
。

※ 

精
神
科
等
の
医
療
機
関
の
紹
介
を
目
的

と
し
た
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

福
祉
総
合
支
援
課
　
相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５ 

℻
20
‐
６
１
６
７

要
予
約
・
無 

料

も
の
忘
れ
相
談

 

最
近
も
の
忘
れ
し
や
す
く
な
り
心
配
な

方
や
、気
に
な
る
症
状
が
出
て
き
た
家
族

へ
の
対
応
方
法
な
ど
、日
下
部
記
念
病
院

の
認
知
症
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

２
月
17
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～

 

市
役
所
本
庁
舎
　
２
階
　
第
２
会
議
室

 

２
月
14
日（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※ 

毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

 

介
護
支
援
課
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
５
６
０
０

予
約
不
要
・
無 

料

合
同
相
談

 

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
行
政
、人
権
、家
庭
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

２
月
９
日（
木
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎
　
２
階
　
第
１
会
議
室

 

甲
州
市
民

 

市
民
課
　
市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

予
約
不
要
・
無 

料

消
費
生
活
相
談

 

消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル（
電
話
詐
欺
や
架
空
請
求
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
等
）の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
困
り
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

 

甲
州
市
民
、山
梨
市
民

◎ 

甲
州
市
会
場

 

２
月
１
日（
水
）／
８
日（
水
）／

　 

15
日（
水
）

 

甲
州
市
役
所
本
庁
舎
　
１
階
　
相
談
室

（
市
民
課
内
）

◎ 
山
梨
市
会
場

 
２
月
７
日（
火
）／
14
日（
火
）／

　 

21
日（
火
）／
28
日（
火
）

 

山
梨
市
役
所

 

甲
州
市
　
市
民
課
　
市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

 

山
梨
市
　
商
工
労
政
課
　
商
工
労
政
担
当

☎
22
‐
１
１
１
１

イ
ベ
ン
ト

要
申
込
・
無 

料

世
界
農
業
遺
産
認
定
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

峡
東
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会

で
は
、令
和
４
年
７
月
に
世
界
農
業
遺
産

へ
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、世
界
農

業
遺
産
認
定
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

峡
東
地
域
の
農
業
の
魅
力
を
再
認
識
し
、

未
来
へ
継
承
し
て
い
く
機
会
と
し
て
、皆

さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

 

２
月
18
日（
土
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
50
分

 

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
　
　

◎ 

第
１
部
　
認
定
記
念
講
演

● 

テ
ー
マ「
世
界
農
業
遺
産
認
定
の
意
義
」

世
界
農
業
遺
産
等
専
門
家
会
議
　

委
員
長
　
武
内
和
彦
先
生

● 

テ
ー
マ「
峡
東
地
域
の
果
樹
農
業
シ
ス
テ

ム
が
評
価
さ
れ
た
点
」

国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
科
学
助
言
グ

ル
ー
プ
議
長
　
八
木
信
行
先
生

◎ 

第
２
部
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

「
峡
東
地
域
の
魅
力
～
世
界
農
業
遺
産
の

保
全
と
活
用
～
」

● 

募
集
人
数

　 

50
人（
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
）

● 

申
込
先

　 

峡
東
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

農
林
振
興
課
　
果
樹
農
林
担
当
　

☎
32
‐
５
０
９
２

要
予
約

相
続
登
記
の
無
料
相
談
会

 

司
法
書
士
が
、
相
続
や
会
社
関
係
の
登

記
、土
地・建
物
の
名
義
変
更
、遺
言
、成

年
後
見
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

２
月
11
日（
土・祝
）

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

街
の
駅
や
ま
な
し

※ 

相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内
。

※ 

書
類
の
作
成
指
導
等
は
行
い
ま
せ
ん
。

※ 

初
め
て
の
ご
相
談
に
限
り
ま
す
。

 

山
梨
県
司
法
書
士
会
　

相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

要
予
約
・
無 

料

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

 

年
金
請
求
手
続
き
、年
金
受
給
者
の
死
亡

に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入・
納
付
記

録
の
確
認
や
年
金
額
の
計
算
な
ど

 

２
月
22
日（
水
）

 

午
前
の
部
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　 

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
４
時

 

山
梨
市
役
所

 

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の（
年

金
手
帳
、年
金
証
書
等
）お
よ
び
本
人
確

認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
人
の
方
が
お

越
し
の
場
合
は
、委
任
状
と
代
理
人
の
本

人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

 

甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

要
申
込
・
無 
料

墨
亭
河
童
氏
に
よ
る

お
寺
で
落
語
を
楽
し
む
会

 

山
梨
落
語
研
究
会
に
所
属
し
、各
地
で
落

語
を
披
露
す
る
一
方
で
、県
内
の
私
立
高

校
で
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
務
め

る
な
ど
多
方
面
で
ご
活
躍
の
墨
亭
河
童

こ
と
川
辺
修
作
氏
に
よ
る
落
語
会
で
す
。

甲
州
市
を
代
表
す
る
お
寺
の
一
つ
で
あ

る
立
正
寺
で
、落
語
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん

か
？

 

２
月
25
日（
土
）

 

午
前
11
時
～
正
午

 

立
正
寺（
勝
沼
町
休
息
１
７
１
３
）

● 

募
集
人
数
　
40
名（
先
着
）

 

２
月
22
日（
水
）ま
で
に
電
話
で
、
氏
名・

住
所・電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

生
涯
学
習
課
　
文
化
財
担
当
　

☎
32
‐
５
０
７
６

令
和
４
年
度
　
ふ
れ
あ
い
交
流
作
品
展

 

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
が
制
作
し

た
作
品
が
並
び
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

 

２
月
18
日（
土
）／
20
日（
月
）／

　 

21
日（
火
）

※ 

19
日（
日
）は
休
館

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

21
日（
火
）は
午
後
２
時
ま
で

 

勝
沼
市
民
会
館
　
２
階
　
大
会
議
室

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
34
‐
８
１
９
５

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

イ
ベ
ン
ト

相

　談

相

　談

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

29 28令 和 5 年 2 月広 報 こうしゅう



新型コロナウイルス感染症拡大状況により、イベントや相談会等が中止・延期となる場合があります。
なお、参加にあたっては、事前検温やマスク着用等、感染症対策へのご協力をお願いします。

新型コロナウイルス感染症拡大状況により、イベントや相談会等が中止・延期となる場合があります。
なお、参加にあたっては、事前検温やマスク着用等、感染症対策へのご協力をお願いします。

第
58
回
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
！

 

第
58
回
甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公

ま
つ
り
の
会
場（
旧
大
和
中
学
校
校
庭
）

で
、地
域
の
特
産
品
、特
産
物
を
原
料
に

し
た
加
工
品
な
ど
の
販
売
店
等
の
出
店

を
希
望
す
る
方（
団
体
）を
募
集
し
ま
す

（
密
集
を
避
け
る
た
め
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

で
の
出
店
も
可
能
）。

 

４
月
23
日（
日
）

 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

● 

募
集
期
間

１
月
30
日（
月
）～
２
月
20
日（
月
）

● 

出
店
に
あ
た
っ
て

 

出
店
申
請
者
お
よ
び
出
店
従
事
者
は
山

梨
県
在
住
者
と
し
ま
す
。

 

出
店
料
は
１
区
画（
奥
行
３・
６
ｍ
×
幅

３・６
ｍ
）に
つ
き
、基
本
額
５
，０
０
０

円
。
移
動
販
売
車
輌（
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
）

で
出
店
す
る
場
合
は
２
，０
０
０
円
。

※ 

た
だ
し
、原
則
と
し
て（
奥
行
３・６
ｍ
×

幅
３・
６
ｍ
）を
超
え
な
い
も
の
と
す
る

こ
と
。

 

机
２
台
、イ
ス
３
脚
を
用
意
し
ま
す
。

※ 

テ
ン
ト
、燃
料
、電
源
、新
型
コ
ロ
ナ
対
策

の
ア
ク
リ
ル
板
、
透
明
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
、コ
イ
ン
ト
レ
ー
な
ど
必
要
物
品
は
出

店
者
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

● 

出
店
申
請

次
の
①
～
⑦
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

① 

第
58
回
甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公

ま
つ
り
出
店
申
請
書

② 

出
店
平
面
図

③ 

提
供
食
品
の
概
要

　 （
飲
食
物
取
り
扱
い
時
の
み
）

④ 

出
店
従
業
者
名
簿

要
申
込

第
17
回
甲
州
市
体
育
祭
り

支
部
対
抗
ゴ
ル
フ
競
技
の
部

 

３
月
30
日（
木
）

 

塩
山
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

 

市
内
在
住
者

● 

プ
レ
ー
費
　
７
，０
０
０
円

（
セ
ル
フ
プ
レ
ー・食
事
付
き
）

● 

参
加
費
　
１
，０
０
０
円

● 

競
技
方
法
　

 

18
ホ
ー
ル
　
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

　 

ス
ク
ラ
ッ
チ
競
技

 

各
支
部
成
績
上
位
者
５
名
の
合
計
ス
ト

ロ
ー
ク
と
す
る

 

年
齢
を
問
わ
ず
男
子
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

テ
ィ
ー
、女
子
は
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ィ
ー
を

使
用

 

３
月
17
日（
金
）ま
で
に
各
支
部
ゴ
ル
フ

部
長
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

主
催
　
甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会・甲
州
市

教
育
委
員
会

● 

主
管
　
甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ゴ
ル
フ
部

 

生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

☎
32
‐
５
０
９
８
　
　
　

℻
32
‐
２
８
３
７

要
申
込

第
17
回
甲
州
市
長
杯
卓
球
大
会

 

３
月
12
日（
日
）

 

午
後
１
時
～
開
会
式

 

塩
山
北
小
学
校
　
体
育
館

 

市
内
在
住・在
勤
者
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
協

会
卓
球
部
長
が
認
め
る
も
の

⑤ 

誓
約
書

⑥ 

出
店
当
日
出
店
者
全
員
の
身
分
証
明
書

（
写
し
）

⑦ 

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
営
業
施
設
許
可

書
の
コ
ピ
ー（
提
供
す
る
食
品
が
既
製
品

で
な
い
場
合
）

※ 

「
出
店
申
請
書
」等
の
提
出
書
類
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、ま

た
は
観
光
商
工
課
窓
口
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

※ 

出
店
募
集
数
を
上
回
る
申
込
み
が
あ
っ

た
場
合
は
、抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

● 

提
出
先

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局（
観
光
商
工
課
内
）

● 

注
意
事
項

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況

に
よ
っ
て
開
催
内
容
が
変
更
ま
た
は
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
等

に
よ
り
、ま
つ
り
の
開
催
を
中
止
し
た
場

合
、事
前
準
備
等
に
係
る
費
用
等
の
補
償

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

 

甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局（
観
光
商
工
課
内
）

☎
32
‐
１
０
０
０

℻
32
‐
５
１
７
４

● 

試
合
形
式
　

 

男
女
、年
齢
、競
技
歴
を
考
慮
し
た
ハ
ン

デ
戦
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
。

 

硬
式
球
を
使
用
し（
財
）日
本
卓
球
協
会

に
よ
る
新
卓
球
ル
ー
ル
を
準
用
。

 

１
試
合
を
５
ゲ
ー
ム
で
行
い
、３
ゲ
ー
ム

先
取
で
勝
ち
と
す
る
。

 

１
ゲ
ー
ム
を
11
本
先
取
と
し
、デ
ュ
ー
ス

と
な
っ
た
場
合
は
そ
こ
か
ら
２
本
先
取

で
１
ゲ
ー
ム
取
得
と
す
る
。

 

ハ
ン
デ
差
も
考
慮
す
る
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
締
切
日
　
２
月
24
日（
金
）

● 

主
催
　
甲
州
市・甲
州
市
教
育
委
員
会

● 

主
管
　
甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
卓
球
部・

甲
州
市
卓
球
協
会

 

甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
卓
球
部

☎
０
９
０
‐
５
５
０
０
‐
１
９
５
９

や
ま
な
し
公
共
交
通
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■ 

無
料
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。
公
共
交
通
と
身
近
に
ふ
れ
あ

え
ま
す
。

 

バ
ス
、タ
ク
シ
ー
車
両
展
示
、バ
ス
乗
り

方
教
室
、ミ
ニ
バ
ス
乗
車
、鉄
道
ジ
オ
ラ

マ
模
型
展
示
、ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
、バ

ス
グ
ッ
ズ
販
売
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
ほ

か

 

２
月
４
日（
土
）

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

甲
府
駅
北
口
広
場
周
辺（
ア
シ
ス
ト
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
よ
っ
ち
ゃ
ば
れ
広
場
、甲

府
駅
北
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
）

 

山
梨
県
県
民
生
活
部
　
交
通
政
策
課

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
６
６
５

℻
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
３
５

要
申
込
・
無 

料

甲
州
市
生
涯
学
習
推
進
大
会

 

「
と
も
に
学
び
あ
い・と
も
に
ふ
れ
あ
い・

と
も
に
支
え
あ
い
」を
テ
ー
マ
に
、市
内

小
中
学
生
に
よ
る
意
見
発
表
、プ
ロ
の
歌

手
に
よ
る
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
し
て
、

全
て
の
世
代
に
わ
た
る
生
涯
学
習
の
振

興
を
図
る
た
め
、
本
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

 

市
内
小
中
学
生
に
よ
る
意
見
発
表

 

童
謡
コ
ン
サ
ー
ト（
若
林
秀
和
氏
）

 

２
月
18
日（
土
）

 

午
後
１
時
～
３
時（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

講
座
・
教
室

要
申
込

初
心
者
向
け
陶
芸
教
室

～
本
格
的
な
抹
茶
碗
を
つ
く
ろ
う
～

 

抹
茶
碗
の
制
作
を
通
じ
て
、茶
碗
に
関
す

る
時
代
背
景
や
デ
ザ
イ
ン
の
変
遷
を
学

び
ま
す
。

※ 

内
容
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

３
月
５
日（
日
）

● 

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午

● 

午
後
の
部
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※ 

い
ず
れ
か
の
時
間
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

 

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
１
階
　
ロ
ビ
ー・

ホ
ワ
イ
エ

● 

定
員
　
各
回
15
名

● 

講
師
　
柏
原
　
由
和
氏（
陶
芸
家
）

 

ド
ラ
イ
ヤ
ー
、汚
れ
て
も
よ
い
服
装

 

１
，０
０
０
円（
当
日
徴
収
）

● 

そ
の
他

 

各
回
と
も
、抽
選
に
よ
り
参
加
者
を
決
定

し
ま
す
。

 

一
家
族
一
つ
ま
で
の
受
付
と
し
ま
す
。

 

２
月
７
日（
火
）～
17
日（
金
）の
間
に
、電

話
ま
た
は
中
央
公
民
館
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い（
月
曜・
休
館
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）。

※ 

事
前
申
込・
抽
選
制
で
す
。
抽
選
結
果

は
２
月
21
日（
火
）に
当
選
さ
れ
た
方
へ

メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で
連
絡
し
ま
す
。

落
選
さ
れ
た
方
に
連
絡
は
し
ま
せ
ん
の

で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
２
月
１
日（
水
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
ホ
ー
ル

 

市
内
在
住
、在
勤
ま
た
は
在
学
の
方

● 

定
員
　
２
０
０
名（
先
着
）

 

２
月
15
日（
水
）ま
で
に
、
L
o
G
o

フ
ォ
ー
ム（
24
時
間
受
付
）ま
た
は
電
話

（
土・日・祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

主
催
　
甲
州
市
生
涯
学
習
市
民
協
議
会

● 

共
催
　
甲
州
市
教
育
委
員
会

 

甲
州
市
生
涯
学
習
市
民
協
議
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
　
社
会
教
育
担
当
内
）

☎
32
‐
５
０
９
７

か
ら
先
行
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

 

生
涯
学
習
課
　
公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

要
申
込
・
無 

料

肺
活
量
と
体
幹
Ｕ
Ｐ
！

プ
ロ
の
音
楽
家
に
よ
る
ボ
イ
ス

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 

正
し
い
姿
勢
や
呼
吸
法
、発
声
法
な
ど
の

基
礎
か
ら
本
格
的
な
歌
唱
技
術
ま
で
。

体
幹
と
横
隔
膜
を
鍛
え
て
、
肺
活
量・
発

声
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 

２
月
18
日（
土
）

 

午
前
10
時
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
２
階
　

大
会
議
室

 

市
内
在
住・在
勤・在
学
者（
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

● 

講
師
　
音
楽
教
室Am

our M
usicasa

主
宰
　
近
藤
　
愛
氏

 

飲
み
物
、フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

※ 

動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

そ
の
他

 

毎
回
基
礎
レ
ッ
ス
ン
を
含
み
、個
々
の
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
て
進
行
し
ま
す
。

 

受
講
中
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、市
が
配

布
す
る
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

 

２
月
２
日（
木
）～
16
日（
木
）の
間
に
電

話
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
中
央
公
民

館
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
月

曜・休
館
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）。

 

生
涯
学
習
課
　
公
民
館
担
当
　

☎
32
‐
１
４
１
１

LoGoフォームは
こちらから

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

相
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講
座
・
教
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：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ
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講
座
・
教
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イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

市
外
局
番
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0
5
5
3
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新型コロナウイルス感染症拡大状況により、イベントや相談会等が中止・延期となる場合があります。
なお、参加にあたっては、事前検温やマスク着用等、感染症対策へのご協力をお願いします。

令
和
5
年
度

老
人
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
活
動
事
業

「
趣
味
の
教
室
」生
徒
募
集

 

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

● 

教
室
　
短
歌
、川
柳
、華
道
、

　 

大
正
琴（
入
門・経
験
）、書
道
、絵
手
紙
、

　 

カ
ラ
オ
ケ

● 

定
員
　
各
教
室
で
異
な
り
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

最
小
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

活
動
期
間
　
令
和
5
年
5
月
1
日
～
令

和
6
年
2
月
28
日（
各
教
室
月
1
回・
教

室
に
よ
り
開
催
回
数
は
異
な
り
ま
す
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館

 

１
，０
０
０
円（
別
途
教
材
費
等
が
か
か

る
教
室
が
あ
り
ま
す
）

 

申
込
書
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

● 

募
集
期
間
　

　 

1
月
10
日（
火
）～
２
月
28
日（
火
）

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　 

☎
34
‐
８
１
９
５

　 

℻
34
‐
９
２
７
０

う
ち
の
子
と
私
、30
年
後
を
考
え
よ
う

親
亡
き
後
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

市
民
講
座

 

障
害
の
あ
る
子
と
親
の
将
来
に
つ
い
て

考
え
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

2
月
28
日（
火
）

 

午
後
２
時
～
４
時

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

2
階 

大
会
議
室

● 

テ
ー
マ

 

親
亡
き
後
の
不
安
に
つ
い
て

 

親
が
い
る
間
に
や
る
こ
と・で
き
る
こ
と

 

い
ろ
い
ろ
な
制
度
を
知
ろ
う

 

ど
こ
で
相
談
で
き
る
？

● 

講
師
　
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
梨

　 

司
法
書
士
　
小
林
　
恵
氏

 

２
月
24
日（
金
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
社

会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　 

☎
34
‐
８
１
９
５

山梨県の最低賃金が改正されました
●山梨県最低賃金
　1時間　898円（効力発生日：令和4年10月20日）

●山梨県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
　情報通信機械器具製造業最低賃金
　1時間　959円（効力発生日：令和4年12月30日）

●山梨県自動車・同附属品製造業最低賃金
　1時間　961円（効力発生日：令和4年12月25日）

詳しくは、山梨労働局賃金室（☎０５５‐２２５‐２８５４）または
甲府労働基準監督署（☎０５５‐２２４‐５６１６）まで

　私たちが持つ五感（視覚、聴覚、味覚、嗅覚、触覚）を同時に使う場面は「食べる」時のみといわれていま
す。食べることが脳へ与える刺激は大きく、特に脳が大幅に発達する乳幼児期には、複数の感覚を同時に
感じることで脳の発達が促されたり、感覚が整ったりする機会にもなります。しかし、食事の時間にテレ
ビやスマホをみると意識がそちらに向かい「何を食べているのか」「どんな味なのか」感じることが疎かに
なってしまいます。乳幼児期は、食体験や味の記憶を積み重ねて「食の基礎」、例えば味の好みや食べ方な
どが身につく時期ですので五感を十分に使いながらの食事をおすすめします。まずは、テレビやスマホ
から離れて、大人も子どもも食事を味わう時間を大切にしてみましょう。

（1）出産応援給付金（妊娠時の給付5万円）
・令和4年4月以降に妊娠届を提出した（する）妊婦の方
・令和4年4月〜令和5年1月に出産した産婦の方

（2）子育て応援給付金（出産後の給付5万円※） ※多胎児（双子）の場合は10万円

・令和4年4月以降に出産した（する）乳児を養育する方（原則は乳児と同居する母または父）
（注）どちらの給付金も、対象者の所得制限はありません。

1 .  給 付 金 の 対 象 者

給付を受けるためには、所定の申請書による申請が必要です。
申請書は、妊娠届の提出日や出産日に応じて、次の表に記載する方法により対象者へ交付します。

※出産応援給付金（5万円）は妊娠届を提出した後、流産等で出産に至らなかった場合でも給付を受けられます。

妊娠届提出日 出産日
（乳児の生年月日）

出産応援給付金
（5万円）

子育て応援給付金
（5万円）

令和4年4月〜
令和5年1月

令和5年2月頃に申請書を郵送します
（原則10万円を給付します）

令和4年4月〜
令和5年1月 令和5年2月以降※ 令和5年2月頃に申請書を

郵送します

新生児・産婦訪問の際に、ご
自宅へ訪問して面談後に申
請書をお渡しします。

令和5年2月以降 令和5年2月以降※
妊娠届を提出いただく際
の面談後に申請書をお渡
しします。

新生児・産婦訪問の際に、ご
自宅へ訪問して面談後に申
請書をお渡しします。

2 .  申 請 時 期・申 請 書 交 付 方 法

「五感をみがく」食事の時間

《申請受付期間がまもなく終了します！》
新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で損害を受けた低所得のひとり親世帯およびその
他世帯を対象とする特別給付金について、現在受付を行っています。支給要件や申請方法など、詳細は市
ホームページをご覧ください。
●支給額　　　　対象児童1人につき5万円 ※対象児童について、同給付金を受給済みの場合は対象外です。

●申請受付期間　2月28日（火）まで
●受付場所　　　子育て・福祉推進課　子育て福祉担当（本庁1階7番窓口）

令和4年度子育て世帯生活支援特別給付金

～妊婦や子育て家庭を対象とする新たな支援制度を開始します～
『出産・子育て応援事業（給付金）』について

味わうことに意識が向く工夫

「おいしいね」「ごっくんできたかな？」など
語りかける きゅうりはどんな食感かな？

おもちゃは見えないところへ

OFF

カリカリー！

お味噌が合うね〜

味や食感を話し合う

気が散らない環境づくり
おいしく食べる姿を見せる

おいしい…
気がする♪おいしいー おいしいね！

食事＝楽しい時間に

 健康増進課　健康づくり担当　☎３３‐７８１２

 子育て・福祉推進課　子育て福祉担当　☎３２‐５０８１
 厚生労働省「子育て世帯生活支援特別給付金」コールセンター　☎０１２０－４００－９０３

 健康増進課　健康づくり担当　☎３３‐７８１２

申請時に指定された銀行口座へ給付金を振り込みます。

3 .  給 付 金 の 受 け 取 り 方 法

♪にんじん

食べられたね

詳しくは、市ホームページを
ご覧ください

出産・子育て応援

お
知
ら
せ

相

　談

イ
ベ
ン
ト
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図書館ＨＰ https://www.lib-koshu.jp/

としょかん
つうしんか

き
す

け

☎２２‐０１１０日下部警察署 INFORMATION

Y A M A N A S H I  P O L I C E

塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
大和図書館	 ☎４８‐２９２１
甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

お問い合わせ先

塩山図書館及び子ども図書館画
蔵書点検による休館のお知らせ

　塩山図書館及び甘草屋敷子ども図書館は蔵書点
検、館内整備作業のため休館させていただきます。

休館期間　2月28日（火）～3月10日（金）

入館に際して（開館時間や休館日は別紙情報カレンダーやホームページをご確認ください）

○検温を実施します。
○閲覧席を制限付きで貸し出します。1日1回3時間までとし、席は指定させていただきます。
○本を入れるマイバッグをお持ちください。
※今後の感染拡大状況により、開館時間や休館日が予告なしに変更されることがあります。各館へお問い合わせください。

マスク着用・入退館時の手指消毒・ソーシャルディスタンス（お互いの距離）の確保にご協力ください

第73回　甘草屋敷子ども図書館企画展
「わくわく惑星☆宇宙の蔵」

開催日程　2月11日（土・祝）
開館時間　午前10時～午後4時
内　　容　写真を撮ろうコーナー、宇宙の本のコー

ナー、宇宙の蔵からミッション発動
　星でいっぱいになったお蔵の中でわくわく宇宙を
感じてみませんか？宇宙人とお友達になれるかもし
れませんよ。

知的書評合戦
ビブリオバトルIN塩山㉚

日　時	 2月5日（日）午後5時15分～
会　場　塩山図書館　閲覧室
テーマ　「フリー」
　今回は、紹介本のテーマはありません。バトラー
がイチオシの本を紹介してくれます。観戦は自由で
す。マスク着用で時間までにお集まりください。
※詳しくは塩山図書館まで

勝沼図書館　防犯セミナー
「家族で学ぶ『あぶない』って何？」

日　時	 3月4日（土）午後2時～
会　場　勝沼図書館　視聴覚室
対　象　全年齢　定員40名
申込み　2月1日（水）午前10時～　勝沼図書館
　新生活に向けて、子どもたちだけでなく大人の方
も、自分で身を守る方法を日下部警察署の警察官が
教えます。役立つ実技も行います。

塩山図書館まつり
『おはなしのとびら』

日　時	 2月26日（日）
会　場　甲州市民会館　2階　大会議室
●午前の部　午前10時30分～
　ボランティア「きしゃぽっぽ」＆職員によるお話会
　かんたん工作！（簡単に作れる工作をします）
　対　象　乳幼児親子　定員20組
●午後の部　午後1時30分～
　①甘草屋敷子ども図書館ボランティア
　　「絵本くらぶ」によるお話会
　②親子工作教室『ピタッとアニマル』
　　マグネットを使った伝言板を作ります。
　対　象　①②ともに年長～小学生　定員20組
　各申込　2月4日（土）午前10時～　塩山図書館

勝沼図書館
『まーの・あ・まーの』手話のお話会

日　時	 2月4日（土）午前10時30分～
会　場　勝沼図書館　児童コーナー
　手話によるおはなし会です。今回は「フルーツパ
ンケーキ」(さか井	美ゆき/さく・ひかりのくに)の
読みきかせとアニマシオンをします。楽しい工作も
あります。
　詳しくは図書館ホームページをご覧ください。
※お問い合わせは勝沼図書館まで

申込みは
こちらから

大和図書館
マジックポッケ春のお話会

日　時	 3月5日（日）午前10時30分～
会　場　大和ふるさと会館　研修室２
　読み聞かせボランティア「マジックポッケ」によ
る、幼児から小学校低学年の皆さんに贈る春の楽し
いおはなし会です。
　申し込み不要ですので、お時間までにお集まりく
ださい。

電話詐欺の被害防止 ～被害の発生が懸念される3つの手口～
今後も被害の発生が懸念される電話詐欺の3つの犯行手口は、次のとおりです。
ご家族やご近所の方などに注意を促してください。

●息子や警察官などをかたるオレオレ詐欺 ―電話の声だけで見破るのは困難!!
●「還付金があります。」は詐欺 ―ATMでお金は受け取れません!!
●インターネット利用料金未納は詐欺 ―ショートメッセージでの請求は詐欺!!

●スマートフォンで110番通報する際に、現場の状況を撮影して映像をリアルタイムに送信できます。
●画像の送信は、110番担当者と通話しながら操作できます。
※映像等の送信にはデータ通信料金がかかります。 ※周囲の安全を確認して撮影してください。
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　甲州市の公営住宅では、現在空き部屋があり、入居の申し込みを受け付けております。
　住宅ごとに入居資格や収入基準などの条件がありますので、詳細は建設課住宅担当ま
でお問い合わせください。

※各住宅とも家賃のほか、敷金、自治会費等の費用がかかります。
※松里住宅・勝沼住宅について、駐車場　1台につき3,050円の費用がかかります。
※赤尾住宅については、駐車場　民間を個人での契約となります。

現在募集している住宅（1月5日現在）

団地名 棟名称 建設年度 間取り 家賃（月額）

上塩後住宅（塩山上塩後1279）

K2 H12 2LDK 19,500円～29,100円
K5 H9 2LDK 19,400円～28,800円
K6 S52 3DK 13,500円～20,100円
K9 S50 3DK 11,500円～17,100円
K10 S50 3DK 11,000円～16,300円
K11 S48 3DK 10,800円～16,000円

竹森住宅（塩山竹森1093-1） S56 3DK 16,500円～24,600円

〈 市営住宅 〉

団地名 棟名称 建設
年度 間取り

家賃（月額）
令和5年4月1日から 令和5年3月31日まで

上塩後住宅（塩山上塩後1279） K1 H13 3DK 65,700円 75,500円
久保平団地（大和町初鹿野1749-3） H6 3LDK 67,100円 80,000円

〈 特定公共賃貸住宅 〉

団地名 建設
年度 間取り

家賃（月額）
令和5年4月1日から 令和5年3月31日まで

赤尾住宅（塩山赤尾1146） S48 2K 20,700円 21,300円
松里住宅（塩山藤木14-2）「1号棟304号室、2
号棟505号室及び2号棟506号室」以外の部屋 H5 3DK 35,000円 38,400円

勝沼住宅（勝沼町勝沼1044-2） S58 3DK 32,600円 33,900円

〈 定住促進住宅 〉

 建設課　住宅担当　☎３２‐５０７１

110番通報

ワンタイムURLの送信

映像送信

35 34令 和 5 年 2 月広 報 こうしゅう
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人口と世帯

選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業 97年 昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00

P有

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

凍結から水道管を守りましょう!
 上下水道課　☎３２‐２１１１

凍結させないために…
 屋外にある蛇口に保温材や電熱線を巻くなど、水道管
を保温しましょう。

 メーターボックス内に布や発泡スチロールを入れて、
メーター器を保温しましょう。

 長期間不在になるときは、水抜き栓を操作して水道管
の中の水を抜きましょう。

 他の対策ができないときは、少量の水を出すことで凍
結防止ができます。（水量に応じて水道料金も増加し
ますので、ご注意ください）

もし凍結してしまったら…
 水道管が凍結・破損したときは、甲州市指定水道工事
業者に修理を依頼してください。（工事業者一覧表は、
甲州市ホームページをご覧ください）

熱湯をかけると、水道管が破損する危険あり！

消防団は、消防・防災のリーダーとして、地域に密着し、
住民の安全と安心を守る重要な役割を担っています。

あなたのチカラが消防団には必要です。
●応募資格	 市内在住または在勤の18歳以

上の方（男女は問いません）
●待　　遇	 年報酬・手当支給、公務災害補

償、退職報償金（勤続５年以上）

 総務課　行政・危機管理担当　☎３２‐５０４１

自分たちの街だから、自分たちの手で守りたい。

甲州市消防団員募集

入団申込みはこちら


